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1 位 置 及 び 地 勢

“)位  置

本市は北海道網走支庁管内の東部に位しオホーツク海に面している。東は斜里郡、西は常tWr郡に連なり、南は東藻琴

村を経て釧路国に接し、東経四十四度十四分、北緯四十四度三分に位置している。

(口)地 勢

地勢は槻ね南方に高 く、藻琴山を経て釧路国阿寒の雄峯を望み、西は網走湖、能取湖を経て北見平野に連つており、

網走川は流程 95K128、その源を阿寒郡峯に発し、津別川、美幌川等を合し網走湖に入り再流してオホーツク海に注

ぐ。その下流に本市を形成している。その他藻琴山に源をもつ流程 51K927の藻琴川をは じめ、大小の河川及び各種

の湖沼発達し、中でも網走湖は周囲43粁余、能取湖は31粁余、藻琴、濤沸湖等,く在している。海流は主として対.馬暖

流が宗谷海峡から東流しているが千島寒流の一分派の流入を見ることがあるu

天産ゆたかな風景のすぐれた網走附近は数千年の苦から原住民族のなF上で、今に残る豊富な遺跡がそれを証明してい

る。ここに和人の来住するようになつたのは貞享年間(|:88,)松前藩
の宗谷場所開設以後であり、網走に実際に漁場

の開かれたのは寛政10年(1・798)以前、村山伝兵衛請負の末期と推定される。今から約百五十五年ほど前のことで

ある。村山伝兵衛は藩主直領の宗谷、斜塁、両場所の請負人として北海道沿岸開発の端緒を開いたのであるがこの地

方の漁業を近代化し、その開発を積極化したのは文化 5年 (1・808)から明治初期までの半世紀以上にわたる藤野家

の経営の結果であつた。この期間に培われた網走の実力は運上家のあつた斜里を凌いで明治の発展を迎えた。蝦夷地

が北海道と改められ、北見国網走郡の呼称が定まり、その中心地に網走村の名が与えられた。明治12年網走郡役所が

置かれ同30年にはその管轄区域をもつて網走支庁が設置され
｀一貫して北見の行政中,b地としての歩みを続けて来

た。その基本は明治 5年 3月の村名確定の時に倉Uまるというのが網走開基の根拠である。

北海道の開拓は海岸から内陸へ移つた。北見開発の前途に立塞がつていた中央山脈と千島火山脈は明治23年の釧路道

路 (網走～釧路問)翌 24年の中央道路 (網走～旭川間)の 開通によつて相ついで突破され新天地を望む移住者の群が

続々と雪崩れこみ明治30年の屯田兵入地と前後して内陸には点々と農村部落の発生を見、網走背面の生産力を増大し

た。沿岸脂一の港湾をもつ網走はそれらの物資輸送港として活況を加えた。さらに大正元年には網走本線、昭和 6年

釧網線、同10年湧網東線の鉄道が大 開々通、一方大正 8年には築港工事が開始されて、ここに陸海交通の要衝を占め

オホーツク海大漁田を擁する水産業をはじめとして、農林 畜 産の各産業及び、それらの加工工業が勃興、それに伴

つて各官公衝や事業場が集中され、文化施設も着々と整備されるに至つて昭和22年 2月 11日をもつて市制を施行し

た。栄に網走の発展は興隆北見の縮図であり今や名突共に東北海道における中心都市として新たな躍進を続けつつあ

る。
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広 ぼ う
1京

32.836ジK7 1南 】し | 20.727メK5

市 役 所 々 在 地

網 走 測 侯 所 調

( 1〕気 象 概 況

網市管内の西、南、東辺に理亘する 1・09D～!.0〕米級の出派と沿岸を洗う。宗谷陵琉ヤよ網セ地方の気侯をほめて有

利に支配している。

即ち寒侯期は北西の寒湿季節風を速り積雪は道西方面に比べ、はるかに少く寒気も内控にくらべ海流の影響も加は

り和いでいる
°
。又暖侯恨暖湿の南の季節風は乾燥高温 (最高温度36度摂)と なつて網tlRlに吹下し夏作物に好影

響を与える。内准の暑さはかなり強いが拾岸網t地 方は海単気侯を現し凌ぎ易い。風力 (最大の記録抄30米)は 冬

期しばしばオホーツク海に大陸旋風が発達帯密して猛吹雪が続くこと力〔ある。しかし時沿も漁業の冬gR期【当つて

いるので海上の遭難等はない。

夏の季節武は一般に弱く稀に政風等が接近しても内地で見られるような被書は殆んどないと言つてよいさ従つて豪

雨 (日景太記録 107耗)は 珍らしく、又一般雨量も少なく網走地方は道内ほ勿論、本邦でも最寡雨地帯となつてい

る。

6.7月頃の海移発生も特に冷夏時を除ヽヽてはとても根釧1地方の比ではなく少ない。初夏の頃オホーツク極に寒冷高

気旺が帯留発達して数年に一回位の割で凶冷気候を現すこともある。又霜、雪、根雪はおそく、それぞれ初日は10

月12日、11月 3日、12月 5日である。

地理的に見てオホーツク海沿岸殊に網走地方の冬期特殊現象としてオホーツク流氷の来要が毎年 1月半頃まであつ

て、最盛期には沿岸を埋め、観光的、学術的に壮観を塁する 併 し一方このため長期間魚鱗不能となり海上交通も

杜絶し地方産業にマイナスとなつている。

以上要約して網走管内は地形的、海琉的にままれて高緯吏に拘ず所謂化見気侯とも称すべきものを現し、少くとも

道化、道京では最も住みよい気侯也帯と言えよう。  ｀

働 昭 和 2 9年 度

竹)気 象 概 況

1月～ 3月 大 陸高気圧の勢力が弱かつため、一時拘低温 (最低気温21.80c l月24日本年ほ)は あつたが全般に高

温な径迫となり、吹雪も 1月末の暴風を除いては顕著なものは少なかつた。しかし今冬の積雪量は 1月末の暴風

雪で急激に増加して 80cnlの多雪となつた。

又流水は規模としても平年より弱く、期間は初日 1月24日、終日 3月 31日で、30日間平年に比較して少なかつ

た。期間の頭著現象としては ①l月29日～31日の暴風雪 (最大風速18.2n1/8降雪量40(】ぃぅ②2月の高温 (月平均

-4.9。c最 高 7.7。c25日 )

4月～ 9月 4月 は移動性高気圧圏内に入ることが多く、気温も高目、雨量も平年並で、春先の天候としてはllF調

ギ
■革

候気
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に経過したが 5月に入つて発達した低気匠 (5月 10日網走北部を通つてオホーツク海に抜た低気圧は管内の被善

甚大であつた)が 頻発し、同下旬からオホーツク海に寒冷高気圧が停滞した。このため 5月中は冷涼陰曇 6月～

7日中旬に亘り情冷型の天気で雨量少なく早魃となつた。 7月 下旬から 8月にかけてはオホーツク海高気圧の変

動にともなつて、前線帯の北 と、台風の接近等による豪雨、何れも稀に見る不順な天候となつた。 9月 は中旬頃

から太平洋高気圧に入つて高温となり 5月以来の低温も初めて解消した。しかしこの頃から台風が次々と本邦を

愛い、 9月 26日～27日には遂に15号台風により史上稀に見る海難と災害を木道に惹起した。期間中の異常気象と

して ① 農作期間中の異常低温 (6月 ～ 8月平均気温1350c平年より2.60c低 )② 5月10日暴風雨雪 (最低気圧

95.79mb創 設来の記録、平均最大風速22.6m/s)③ 6月 8日～10日晩霜 ④早魃 (6月6日～7月21日降雨量16mm)

⑤ 8月の豪雨 (月雨量247 0mon靖」立来の記録)① 8月25日管内一部の初霜 ④ 9月 26日～27日 台風15号による

海難と一般災善

10月～12月10月は前半に一時冬型気圧配置となつたため、気温の急降にともない 8日初葺、10日初霜、初結氷が

あつて初冬の第一波初ヨは平年より 1ケ月早く到来した〕しかし11月～12月は大陸高気圧が弱く移動性高気圧と

なり又低気旺も12月下罰梢 発々達したもの力`あつた力〔総じて高温、平穏【経過し恨ヨも12月23日で平年より18日

おそかつた。

い)気      温

気 温 (。C) 1平  均 1平  均
降 水 量

古
同 1低

極 1気
圧
1湿
度

1  月

2   )電

2  月

4  月

5   )弓

6   月

7   )弓

8   )町

9   )町

10 月

11 月

12 月

年平均
又は計

CO
一- 7。 2

-- 4.9

-  3.4

4 . 1

8。2

1 0 . 3

1 3 . 2

1 7 . 0

1 6 . 7

8 . 8

2 . 4

_ _  1 . 3

C°
3 . 7

7 . 7

8 . 6

2 1 . 8

2 1 . 5

27.1

23.8

28,7

28。3

1 7 t 6

1 5 , 0

1 5 。2

8月2日
2ら,7

77.2

55.4

3D。2

50.9

65。3

25。1

77.8

2 1 7 。0

62。9

61.4

59.8

41.4

854.4

南

】し

南 南

南

引ヒ

】ヒ

南

南

西

西 北 西

均

速

▼

４
．
４

４
．
３

４
．
‐

４
．
８

５
．
０

３
．
２

２
．
６

２
．
６

３
．
４

４
．
５

４
．
５

５

。

３

平

風均平

多

一向

西

西

|)気 侯

天

区  分

1  月

2   月

3   月

4   )弓

5   月

気 数 震地

考備
快 晴 日 1曇

天 日
1降 水

日 1暴 風 日 1降 雪 日 有 感
1無

感

2

6

2

2

19

13

9

1 7

20

26

1 7

1 7

1 2

1 6

1 0

9

13

1 3

14

25

1 7

1 7

7

1
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区  分

向 気

有 感 1無

6  月

7  月

8  月

9   月

10 月

11 月

12 月

計

4

3

1

3

8

4

5

18

24

21

1 6

1 0

13

1 6

6

1 2

1 6

1 3

15

1 5

1 8

9

9

1 0

1 6

３
　
一

|

1初 日1蒸 日
 1初
終間日数

日

日

日

日

月

月

月

月

の年前剛
　
″
　
ク雪

雷

霞

雪

積

3

36

107

167

1 2 1

230

190

190

1 8 1昭 和 3 0年 度

“)気 象 概 況

昨年の大凶作に比べ本年十よ7月高温により大豊作となつたが以下各月別に列記すると別表の通りになる。猶10

月には合風孜ほ気圧の通迫で多量の雨をもたらしたが農作物は取入れが終つていたものが多くス河川等の氾濫

もあつたが波書はさして大きくはなかつたD又 12月の積雪は可成り少なかつた。

1955年各月平年比較

ヒ素月+11 2 1 8 1 4 1  5

気 温 1並

降水量1 韮
日 照 1並

特記事項…・1・7月の高温

10月の多雨

高

少
　
多

や
　
や
　
や

一　
低
　
多
　
少

や
　
や
　
や

6

並

並

並

かなり
t罰

並

やや多

平均気盟21.50cは明治23年開所以来の最高記録

月総量 244阻nlも同様最高記録
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表好U
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一

一　

一　

一

一　

十　

一

句

旬

旬

均平

上

中

下

最
高
平
均
ｈ

・
２

１
‐
「

３‐
　
一
‐
剛

１
１
「

上

中

下

月

最
低
平
均
‐ｌ‐

一９

明叱綱
-17。ど-13.よ_3.ぎ二
|       |
1 2     5    1 9

極

日

極

日

膨
起
膨

蔽
上
臓
上

最

全

最

全

旬

旬

句

平 旬、

30,7

引
朝

ヽ
‐

７‐
「
ゴ
引
‐
０

10.1

1

降
1上

水 1  中

l景1 1下

旬

句

旬

総 量

０
／
　

　

江
‘

2う. 6

3 1 . 5

44.4

105.5

37

句

句

上

中

N W

14.
1

N W

14.

1

21.3

Er  21

２０

　

Ｓ

　

ｌ９

Ｓ

・
６
９
Ｗ
　
・
Ｏ
　
Ｈ
　
Ｏ
　

・
５

‐６

　

Ｎ

６３
　
　
　
　
　
‐３

，
３
３
Ｗ
　
・
９

２４

Ｈ

　

Ｓ

３６

ＳＮ
　
２２

Ｎ

‐２

　

Ｅ
　
２３
　
　
　
　
　
８

・
３
５
Ｗ

・
４

‐７

１
　
・
４

‐６

　

Ｎ

‐０
　
　
　
　
　
４

Ｗ

・
５
‐８
　

　

・
３
　
‐８
　
３０
　
¨

‐４
７
，
Ｓ

Ｈ
　
　
　
　
¨

H銅帽・
骨

W N W I  N  I N

44.159.古
301     71

20。1   16.51

。
３

２‐

Ｗ

　

・
２
　

２０
　

３８

　

”

２‐

　

Ｎ

ｌ４
　

　

　

　

　

”

Ｗ

・
１
７
Ｗ

・
７

７

４２

２‐
　
Ｎ

９

Ｎ

岸

下   旬

月    予 |

可照時に対する
%

大風速 10分間平

上 風 向 及 起 日

水 最 大 日

上  起  日

均債ヨ C″
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l「)気 温

平

風

均

度

平

湿

均

圧

山
　
　
　
‐

降 水 量

52.8

33.5

41.4

102.3

70.9

1 1 6 . 4

100.0

86.7

2 : 4 . 2

52.5

43.8

窪1最
r脅

ｍｌ
　
・
４
　
ｐ

し°

30.7

0 , 7

4 . 2

14,2

21.3

19,3

26.7

33.5

33.7

C
_)18.0

-―) 18.0

- ) 1 7 . 4

- ) 1 3 . 8

_)3.8

- )   1 . 1

4 1 7

1 3 . 6

1 0 . 1

7 . 5

0。4

-一)  6.9

-)9.1

md
1 0 1 2 . 3

1 0 1 3 . 9

1038,9

1 0 1 6 . 6

1 0 1 2 . 4

1 0 1 4 . 3

1008,2

1037.5

1 0 1 1 . 1

1 0 1 4 . 6

1 0 1 5 , 1

1 0 1 6 . 2

1009.0

76

77

75

72

65

80

83

81

87

79

77

66

63

4 . 1

4 . 1

5 , 1

3 . 5

2 . 8

2 . 6

3 . 5

4 . 7

4 . 6

5 . 0

4 . 7

南

南

西

南

南

南

南

南

南

南

南 々

南 々

南

1 0月1 0日

1 0月3 1日

1 0カ2 3日

西

小

巡

西

西

西

1/) デ司

口 気

【ｑ
‘

】
ｕ

象

初数区 分
1総

日
1終

初終期間日教
1翌
年に亘る初 日

q島雷

霜

雪

積

6月 6日

前年の10月10日

// 10月 7日

// 10月 6日

8月23日

5月 9日

5月 2日

5月 2日

207

208

野 日 1曇
天 ,1降 水 目 1暴 風 日 1降 水 日 「 可 系

~~恵

1 月

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

3

4

1

4

4

4

6

3

5

4

9

3

1 8

13

1 6

9

1 9

1 8

11

18

17

16

8

1 0

22

1 9

1 6

、1 3

1 8

1 5

1 3

1 7

13

22

1 5

15

9

1 5

1 5

14

9

2

2

3

6

13

6

9

26

23

2D

8

2

1

l l

1 7
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0年 次 別 気 候 概 況

平均最
理」降水量

晴日1夫基
日
1降水
日
1暴
風日
1降雪
日|日照時

平 均 1平

湿 度 1気

吻らl       inい
目

刊

名

封

引

弓

弓

弓

１

年
‐‐
名

年
十

和

」伊

”

1.031.

771.

1.102

839.

9D9.1

721.

722.

615.

811.

851.

‐
６９
‘‐
７７‐
１
８０
‐
打
‐
１１１
１
２３
‐
‐２
‐
８６
‐
８６
‐
は
‐
０３
‐

45。〔

5 1 .〔

45。1

45.て

45.〔

48.モ

47.4

49.|

43.モ

1.75S.を

1.031.4 1.98,.1
|

註 降 雪日は昭和21年迄は降水量0・01耗以上、昭和25年以降は0。1耗以上の日数なり

日照時は昭和29年以降は時間数

6 )年 次 別 季 節 現 象

年 次 初 霜 日 終 霜 日 初 雪 日
最  高

積 雪 量

23

21年

22

23

24

27

28

5月2D日

6月 1日

5月 9日

4月23日

6月 9日

6月 7日

5月 7日

5月 2日

5月19日

6月10日

5月 9日

5月 19日

5月21日

5月 2日

4月25日

5月 9日

5月22日

5月 1日

5月2 5日

5月1 7日

5月1 1日

5月 2日

22.

1 8 .

19.1

17.

20。メ

1 6 .て

20。

1 8 .

22.

2 1 .

1 8 .

呼q盟▼引
ク 1 0月 1 6日

/ /  1 0月 7日

/ /  1 0月 8日

/ /  1 0月2 1日

/ /  1 0月1 7日

/ /  1 0月2 1日

ク 1 0月2 6日

/ /  1 0月1 4日

/ /  1 0月1 0日

/ /  1 0月1 0日

前年のH月 5日

ク 10月 25日

ク 10月 28日

// 10月29日

ク 10月 27日

// H月 3日

// 10月23日

ク H月 5日

ク 10月 25日

ク 1 0月 7日

/ /  1 0月3 1日

1  3 1 . 6 1，Ｐ

|  〔:

伊 r
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llj議 決 機 開

“)市 議 会 機 構

議 長 ― ―― 副議長
―

議 会 事 務 局

い)歴 代正副議長とその職歴

議   長

―
議 会 運 営 委 員 会

― 総    務   〃

――農 E史    //

― 商 正 水 産  ク

ー エ    営   / /

_都 市 計 画  ク

ーー文    教   〃

__厚     生   ク

― 水 道   ″

―
―

」

選

次

　

次

　

次

村

　

村

　

村

辺

　

辺

　

辺

月
月

月
月

月
在

午
年

年
年

年

２
２

２
３

３
現

和
ク
　
　
ク

〃
　
　
〃

昭自
至

自
至

自
至

哲

　

哲

　

哲

岡

　

岡

　

岡

野

　

野

　

野

月

月

月

月

月

月

月

在

年
年

年
年

年
年

年

２
２

２
２

２
３

３
現

和
ク
　
ク
ク
　
ク
ク
　
ヽ
ク

昭自
至

自
至

白
至

自
至

自 由 篤

向 由 窯

な  し

窯 派 別

民 主 窯

な  し

な  し

副 議 長

セ〕 市 議 会 議 員

議席順 1 氏 名 1所 属 常 任 委 員 基
下
1住   所 1  摘     要

田

月

小

中

板

磯

滝

高

杉

哲

敬

富

仁

吉

政

岡

岡

田

西

垣

崎

井

野

雄

負ほ

夫

義

昇

雄

治

総、文、

⑥総、水、

議、写、水、

議、総、○水

○農、水、

工、都、

総、文、

譲、◎農、女、

⑤議、農、文、

藻   琴

南六 東 三

南四 京 一

卯 原  内

Jし     湾ス

呼   人

栄

南八 西 一

副議長、教育委員

政

辰

- 1 1 -



1 0

11

1 2

13

14

1 5

1 6

1 7

1 8

1 9

20

21

22

23

21

25

26

27

28

29

30

尾  藤  忠  雄

岡 田 由 太 郎

田 村 直 美

市 本 武 雄

柏 崎 栄 造

広  川  六  治  郎

草  野     順

土 田 多 一 郎

林     幸  夫

酒 井 儀 一 郎

窪 田 茂 人

間 作 良 和

渡 辺 賀 子

中  川  い  せ

高  田  太  郎

有 里 栄 一

古 田 朝 一

吉 岡 将 婦+

藤 本 雄 治

鈴 木 芳 春

田 辺 村 次

例 1 5

工、水、

◎商、都、

商、◎水、

農、工、

農、厚、

商、◎都、

議、総、農、

農、女、

総、o商 、

都L水 、

ェ、◎文、

総、○厚、

農、○文、

議、○都、厚、

○議、商、都も

商、厚、

○総、◎厚、

工、文ゃ

工、厚、

議、◎I、 者F、

南五 西 三

南四 西 一

南八 京 一

汐   見

稲   富

南五 東 三

卯 原  内

音 根 内

南六 東 一

新   町

南九 西 三

南十一西四

能   取

南十 西 三

南七 東 六

南七 西 =

南三 東 二

大   曲

嘉 多 山

豊   打 F

南四 東 一

付 本 会 議 開 催 状 況

会 期 日数 3 9

開催美日数 21

各 年 中

昭 和 29年

回  数

4
会 期 日数 4 3

開催芙日数 18

会 期 日数 4

開催笑日数 4

8 0年

日   数

会 期 日数 28

開催実日数 15

1逸  .

会 期 日数 7

開催実日数 7

会 期 日数  3

開催実日数  3

提 出 件 数

設 ◎ 印は委員長 ○ 印は副委員長

可 決 件 数

常任委員会付託件数
(特 別 委 含 む)

審 議 末 了 件 数

継 続 審 議 件 数

否決 8、 審木 1、 撤回 1

一 ・ヽ 一 一

―‐12-



昭 和 29年 昭 和 8 0年

続
了

了

続
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
続

続
回

継
未

未

継
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
継

継
撤

註=本書には継続審議件数が多くなつているが 議ヽ件が委員会に付託されたためである。これらは次の議
会に委員長報告として提出され、最終審議の上可否t継続、撤回、未了となつて報告件数の中に含ま
れている。ス前年度に付託継続春議となつた案件は翌年度に報告された場合には翌年の報告に入れて

ある。

委 員 会 開 催 状 況 各 年 中

和 2 8年

禄録1可決1否決|そ
の他

33i

13

1

1

45

続
回

続

続

継
撤

継

継

5:|

♪

定

問

告

出提員

議員提出議案

陳 情 請 願

選 任 同 意

任 命 同 意

辞 職 許 可

議 長 指 名

建 議  案

,決 議  案

!た望枠
付議し

撤回  1

議
ク
Ｃ

認

語

報

|ゃ11 綱引ど1

9  盗F和
ン

ン
幣

委
本

ｒ
成
件

未
継

継

末
継
採

継

　

慢

農   政

商工水産

木
Ｄ
土
営稗α

教育文化
(文 教 )

昭

提出

卜珈

‐

10

… 1 9 -

撻  1



都 市 計 画

警 察 消 防

議   運

特別委員会

(卜)議 員 窯 派 別

Ｈ
Ｉ‐

・
‐
２‐
‐
‐
‐
‐
―
引
「
―
却
れ
―

昭和31年1月31日現在

誰=継 は継続春議中、未は審議せざるもの、採は委員会採択されたものを言:う。

総  勢 1自
由 民 主 熱 ! 1社  会  掌 |

3 1 0 1       7 1 1       1 6 1

属所

1 2 )執  行

市 役 所 機 唇

開機

“)

―
総 務 部―

―

．

'一一戸 籍 係

―農政課―一―|=昌請縁

―絹鞭翰所―    |=蜜 霧際

書 係

務 係

理 係総 務 課
―

産 係

計 係

務 係

税務課一―1軽雫縁
生 係

厚生課――
1王浸墨際
―
商 工 係

―一
水 産 係

―
観 光 係

1茎1下1助  役 |―。一―

―

1収

難

|十

一 __十 一 ― ___― ― ― ― ― ―

匡

霞 盆 侯



歴 代 三 役 と 職 歴 年 月

0収  入

代理 大  島   光   雄

吉 田 栄 吉

吉 田 栄 吉

有 末 =郎

月

月

月

月

月

月

月

在

年
年
年
年
年
年
年

辞

２

２

２

２

３

３

現

昭

ク

タ

タ

ク

タ

タ

自
至
自
至
自
至
自
至

要派 1摘

し

し

し

熊

一　
な
　
な
　
な

名

一　
正
　
正
　
吉

部

部

堅

i就 任 年 月十氏

田

南
　
南
　
北

月

月

月

月

月

年
年
年
年
年
在

和
　
と

昭

ク

タ

タ

タ

現

自
至
自
至
自
至

就 任 年 月十

配 置 人 員 (昭和31年4月1日現在)

1主
事
1技
師
1圭
事 補
1技
師 補
|そ
の 他

休に外

‐３‐
ョ
ー

ー‐「
３‐
‐
２‐
‐
ｒ

ｉ‐
１
３‐
＝
＝

２‐
‐
「

一
‐
劇
料

一
　

７

　

２

　

２６

一

一

一

一

６

一

６

‐４

８

６

５

一

２５

州

１１１
掛
料
ｑ

ｌ９
‐
ｒｉ‐
「
１

５‐
ョ
「

２‐

１
‐
劇
１
６７‐

部

課

課

課

部

課

課

部

課

課

所

係

産　　　　　　朝
出

務

務

務

生

業

水

政

営

設

湾

設

歳

計

工　　　　　　　連
入

総

総

税

厚

産

商

農

工

施

港

水

歳

`



付 網 走市農業委員会

定数
120名
(欠員1名)任 期2年

次
　
　
　
　
　
一

節

虎

松

芳

健

英

多

弥

喜

長

員

田 野 岡  哲  二

藤 本 雄 介

サ||  ‖奇  ナ |I  TF

西 谷 正 勇 喜

久 守 教 聖

佐 々 木  幸 太 郎

高    政  雄

柏 崎 栄 造

西 村 富 吉

阿 部 源 次 郎

就任年月日

29. 7.23

29. 7.20

/ /

29。7.23/

29. 7.20

タ

29. 7。 20

(昭和31年 4月1日現在)

1氏

黒  川

山  本

立  花

相  沢

若  月

池  田

土  田

佐  藤

佐  藤

(昭和31年4月1日現在)

蔵

蔵

負ト

蔵

夫

負ほ

美

就任年月日

29. 7.23

29. 7.20

/ /

29. 7.23

29. 7,20

的 公 平 委 員 会

定数 3名  (欠 員1名)

就 任 年 月 日

昭和29.8.21

ク 2 8 . 1 2 . 1 8

内 監 査 委 員

定数 2名 任 期2年 (昭和31年4月1日現在)

就 任 年 月 日
|

一　
昇

田

井

昭 和

ク

|い 選 挙管理委員会

① 委 員 任期3年 (昭和31年4月1日現在)

就 B任 年 月 日
|

廟電  禾1  30。  3.  26

ク     23.  6。   9

//     30, 3. 27

大

1上1

中

雄

人

内

光

稔

左

島

田

島

網走市台町

″  北 次

夕  椎 町

② 各 種選挙投票状況

土
男‐
粛
淵
判

生
男
一
８。３０２
柳



33.4.3t

タ

北海道議会
議員選挙

網走市長選
挙

網走市議会
議員選挙

10.486

10.525

10.525

7.158

9.094

99093

1 0 。3 1

1 0 . 3 1

算19予

)歳

一 般

入

会 計

―
ミ
項

<ヽ

誉 法 に よ る 税 収 入

地 方 交 付 税 (平衡交付金)

地方変付金  (平 衡変付金)

公 企 業 及 財 産 収 入

財

財  産

使 用 料

使

手

国  庫

交

補

売  却

及  手  数

用

数

支  出

付

助

出

146.804.

146。157.

647.

42.700.

42.700.

10.209.

960.

9.249.

12 186.

8.394.

3.792.

54.123.

1 . 8 1 8 .

51.935.

4.983.

470

4 . 5 1 3 .

687.

687.

580.

580.

136。3819

136。371.

10.

40。133.

40。133.

4.295.51

1 . 0 1 4 .

3.281.

12.693.

8.893.

3.800。

56。914.

1.408.

55.505.1

3 . 0 1 7 . 1

1.057.

税

税

変

補

付

助

附

附

入

産  金

越

越

収

入

替  金

入

代

料

料

料

金

金

金

金

金

金

金

金

金

入

金

金

入

金

入

入

債

債

:|ト

寄

繰

繰

1.960.l

32軌1倒.9判

10。

10.

10.

10.

23.223.

23。223.

40 541.

399.

10.

40.132.

10。288.

10。288.

327.508.

_ 17 _"

―  ―   ―   ‐    ――‐  ―一    =       ′上圭とと0生島浄:  小、

納

繰

雑

19。503,000

19.503.000

9.581.470

350.000

10.000

9.221.470

21.821.0001

24.824.000

入

昭 和 29年  1  昭 和 3 0年

合



標

　

「・

款

特 別  会 計

ユ 1使 用 料 及 手 数 料

用     料

酢 十
一――一一
|!:1-―乳 罪 争 ‖ず

一ユ
豊キ 許

使

手

3.003.

2.948.

55.

5,500。

5 500.

3.000.

3.000ゃ

25.860.

25.860.

14.

1 2 .

2 .

50。000。

50.000。

1・

1 .

87.379.

3.871.1

3.871.1

44.188.4

42.900。

1.075.

2 1 2 .

24.496.

264.

9.150.

14.039.

1.330.

19,424.

86565.

294.

6.528。 1

4.036.

66.944.

4.990,

24.

13.937.

13.937.

3.500.

3.500.

16。936.

16.936.

35.

事

事

庫

庫

数

費

費

支

支

入

入

収

付

料

入

入

金

金

金

金

入

金

入

債

債

金

金

計

収

収

出

出

(口)歳

国

国

繰

繰

雑

納

雑

市

市

繰

繰

歳

出

一 般 会 計

昭 和 80年

額算予

議     会      費

市 議 会 費

役     所      費

市 役 所 職 員 費 |

監 査 委 員 費 |

公 平 委 員 会 費

警 察 消 防 費

公 安 委 員 会 費

消 防 署 費 |

消 防 団 費 |

土    木    費 |

道 路 橋 梁 費

港   湾   費

都 市 計 画 費
!

安 全 保 障 事 業 費

費察紳

育教

教 育 委 員 会 費 |

… 18_

」



小   学  ,校   費

中 学 校 費

社 会 教 育 費

教 育 振 興 費

教 育 営 緒 費

教 育 費 支 非 職 員 費

社 会 労 働 施 設 費

失 業 対 策 事 業 費

健   衝  生  費

染 病 予 防 費

生 事 業 費

民     費

繕     費

業  経  済  費

業 委 員 会 費

産     費

産     費

工     費

光  諸  =費

水 冷 書 救 農 事 業 費

財    産    費

計     禁

計     費

挙    費

選 挙 管 理 委 員 会 費

農 業 委 員 会 選 挙 費

海 区 漁 業 調 整 委 員 会 費

衆 議 院 議 員 選 挙 費

知 事.  道 議 員 選 挙 費

市 長.  市 議 員 選 挙 費

債

利  償  還

支   出

徴 税 及 公 金 取 扱 費

市  勢  振  興  費

生

民

社

市 費 支 非

繰     出

備

予     備

保  護  費

委  員  費

福  祉  費

諸  費

金

費

安

計

活

生

会

伝

衛

健

営

産

安成造

農

農

水

商

観

財

選

費

金

金

1 0 . 2 1 0 .

4.998.

3.083.

2.312.

37.548.

3.830.

62 616.

28.668.00C

216.50C

2.040.30C

11.320.

20.372.

14.343.

1.528.l

4.054.

4.440.00C

4.321.00C

20.162.1

2,694.26C

5.758.20〔

3.036.50C

l.188。00C

l.527.20〔

5。958 00〔

4.745.80C.

4.745.80〔

592.000

592.00G

l。379.29C

600.59C

239.

46。

493.

9.285。

4.061.

1.420。

2.540.

32.909

4.157.

73.

38.943.

2 H .

2.349.

19。983.

12,413.5

7。978

1.614.

3.447

2.916。

1 0。9 5 8 .

3.070。

4.236.1

1.724.

936.

992.

4.949.

4.949.

547.

547.

1.343.6イ

553.1

473.

3 1 7 .

15.728.

15,728.

66.207.

1.279.

4.861.

9.531.1

16。936.

800。

800.

10.244・

10.244.

52.084.

1.239.

6.542.

9,292

25.860。

800。

800。

326。181
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特 丹」 合

項

~ ‐

―

~ 昭 和  2 9年 昭 和 3 0

額算額算

務

務

理

業

独  事

共  事

水  工

債

債

備

備

出1

晏宝

費

費

費

兼  費

業  費

事費

費

費

費

費

計

撒剃

|
87.379.2001

5.754.1

5.158.1

F斉

事

管

単

公

給

596.

73.168.

45.131.

1.400.

14.037.

10,404.

10.404.

391.

391.

じ9.717.

予

|ハ

1 4 1  昭向29年度決算の状況

歳    入

額項 項 1決 算

市       税

普   通   税

誉法による税 収 入

平  衡  交  付  金

平 衡 交 付 金

公 企 業 及財 産 収 入

財  産  収  入

財 産 売 却 代

使 用 料 及 手 数 料

使   用   料

手   数   料

国 庫 支 出 金

交   付   金

補   助   金

国 庫 負 担 金

道 支 出 金

交   付   金

補   助   金

附   金

寄   附   金

入   金

財 産 繰 入 金

越   金

1 3 0・H先 捌 11

峨 吸 146

2L判

試f猛酬
2

瑞鍋
3

4.816.967  4

1 0 。1 4 1 . 5 0 , | |

手   数

工 事  費  収

使 用 数 及 芋 数 料

使   用   岩 |

901.231

885.521

15.500

16.766.542

6。766.542

0 . 5 1 6 . 5 4 2

23.516.542

年も5.327
15.772

(:j.bl:!888

45.000.000

国

国

繰

繰

繰

繰

雑

納

雑

市

市

料

入

入

金

金

金

金

金

金

入

金

入

債

債

i多翻i

事 費 収

庫  支  出

庫 補  助

入

入

越

越

収

付ゑ猛矧
370.00朝7
4,814.573

499.818

4.314.755

35.540寄

繰

繰

35.54ql

599.2331

599.233

―- 20 _
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越

収

付

繰

繰 替 金

雑

市

入

金

入

金

戻 入

入

債

債

計

一 般

出

会 計

項 1決 算 額算額

会   費

議  会  費

市 役 所 職 員 費

監 査 委 員 費

公 平 委 員 会 費

警 察 消 防 費

公 安 委 員 会 費

3.871.01

3.871.01

41.176.4

42.897.15

1.072.30918

207.010

24.711.592

230.224‖ '

9。138.

1 4 . 0 1 5 . 1 6 1

1.327.541

1 8 . 1 0 6 . 2判9

8.543.2

271.945‖ 10

5,372.

3.918.63酬H
51.453.31

4.078.

10.092.

4.859.

3.066。274‖ 12

2.238.

22.588.458‖ 13

3.629.52

51.051.

23.665.

200.

1.448.87瑚14

11.319.941

12.416.5

14.749.587

伝 染 病 予 防 費

衛 生 事 業 費

健   民   費

営   繕   費

産 業 経 済 費

農 業 委 員 会 費

商   工   費

観  光  諸  費

水 冷 善救 農事業費

財   産    夜

財 産 造 成 費

統   計    費

統   計   費

選   挙    費

選 挙 管理委員会政

農 業 委員会選挙費

震漁業調整委
員選挙

衆 議 員 選 挙 費

公   債    費

高 利 償 還 金

諸  支  出  金

徴 税 及公金取扱費

市 勢  振  興  費

市 女 支 癖 諸 費

繰   出    金

予   備    費

1.524.424

4.438,

4,469.14

4.317.

19.637.1

2.692ざ1

5,738.

2.552.

1.182.

1 . 5 1 4 ・

5.957.

4.737.

4.737.

568.

568.

1.366.7

601.

234.4

37.

493.

10。233.

10.233.

49.775.

1,016.1

6.892.

9.251.07

32.616.064

(800。

(800.000

297.438.804

費所

費

費

産

産

農

水

警   察

消  防

消  防

木

費

署  費

団  費

費

道 路 橋 梁 費

港   湾   費

都 市 計 画 費

安 全保 障 事 業 費

費育教

教 育 委 員 会 費

小 学  校  費

中 学 校 受

社 会 教 育 費

教 育 振 興 費

教 育 営 繕 費

教育費 支滞 職員費

社 会及 労働施設費

生 活 保 護 費

民 生 委 員 費

社 会 福 祉 費

失 業 対 策 事業費

住   宅   費

保 健 衛 生 費

費備

出

予

歳

_21-

ハ 計

_                      _4_



特 別  会  計

額款 項 1決 算 額‖ 款 項 1決 算

一　

一

‥
費
ｔ
費

費

費

費

計

事

△
ロ

エ

債

債

備

備

給 水

予

２２

２‐

０‐

鈴

粥

００

２９９

８９５

４０‐

８０７

３２‐

０００

費

費

費

費

費

費

業

業

所

務

理

業

事

事

務
　
　
　
　
　
独

共

事

管
　
　
単

公

事

事

76.219.405

6)昭 和31年度営初予算

歳    入

計
！
算

会

1予項  1予  算  額

税

通   税

嘗法による 税収入

地 方  交 付 税

地 方 交 付 税

F公企 業'及財産収み、
' 電
目 H 臼 』 日 配 B

獄 財  産  収  入
― 勢いが 鞄
″財 産 売 却 代

使 用 料 及 手 数 料

使   用   料

手   数   料

国  庫  支  出  金

付

助

十日

付

助

F付

町寸

入

財 産 繰 入 金

繰   越    金

繰 越 金 戻 入

雑      入

市       債

市      債

歳 人 合 計

使 用 料 及 手 数 料

使   用   料

手   数   料

工 事 費 収 入

給 水 工 事 収 入

繰   入    金

繰   入   金

雑   収    入

納   付   金

雑      入

市       債

市      債

136.000.

135。990.

1 0 .

8 。4 1 9 .

8.330.

89.

7.621.

7。624.4

12.568.

12.568.2〔

42 .

2 1 .

2 1 .

50.000.

59.000。

15。240.4

交

補

変

補

寄

寄

繰

金

入

金

越

又

入

繰

納

金

金

金

金

金

金

金

金

38.333.10(

1.649.40〔

36.683.

1.755.50C

1 5 . 2 1 0 .

1.640.

925。

7 1 5 .

1 3 . 7 1 8 .

9 . 6 1 0 .

九.108.

630.

1.125.

1 0 .

1 0 .

1 0 .

1 0 .

1 0 .

1 0 .

4.588.

393.

1 0 .

4.184.

211.306.
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道 路 橋 梁 費

港   湾   費

都 市 計 画 費

教  育  費

教 育 委 員 会 費

小  学  校  費

中 学 校 費

社 会 教 育 費

教 育 振 興 費

教 育 営 繕 費

教 育 費 支需職員費

社 会 及 労働 施 設】費

生 活 保 護 費

民 生 委 員 費

社 会 福 祉 資

失 業 対 策 事 業 費

保 健 衛 生 費

会   費

市 議 会 費

所   費

市 役 所 職 員 費

監 査 委 員 資

公 平 委 員 会 費

費

署  費

団  費

費

特 別 会 計

送 水 管 工 事 費

配 水 管 工 事 費

維 持 補 修 工 事 費

伝 染 病 予 防 費

市 衛 生 事 業 資

産 業 経 済 費

農 業 委 員 会 費

農   産   費

水   産   費

商   工   費

元 利 償 逮 金

諸 支 出 金

諸 税 及公金販扱費

市 勢 振 興 、費

市 費 支 排 諸 費

繰   出    金

予   備    費

予   備   費

歳 出 合 計

財   産    費

財 産 造 成 費

統   計    費

統   計   費

選    挙    費

選 挙 管 理委員会費

参議院議 員選挙費

漫
漁業調整委員選挙費

公   債   1費

防

防

消

消

3,753.

3.753.

45.398.

44.186.

1.085。

126.

15。942.

14.678.

1.263.

7.520.

5.450.

292.

1.777.

28,768.

5.049.

8.801.

3,758.

1.622.

1.904.

3.757.

3.871.

47.526.

38.878.

費

費

1.458.

3 . 2 1 0 .

2 . 5 1 7 .

5,147.

2.873.

1.376。

169.1

125.

603.

4.382.

4.382.

621.

621.

1.119.4

537.

522.1

60.

18.354.

18.354.

24.785.

1.084.

1.856,

9.277.

12.568.

800.

800.

+211.306.

150.

1.495.

7.003.

7.186.

費

費

費

費

務

理

美 予

歳

額‐‐
罰
剖
剖
柵
剰
判

給 水 工 事 費

公   債    費

7.624.4

備   費

備   費

15.964.

153964.

300.

300.

__ぬ と缶L臣占ぃ
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(6)市 有 財 産 (昭和31年月2日1現在 )

蓬れ赤〔でJ 有価護券 預金及現金 1稗
土
丁叛¬戸而

~挫
暦 1昴

室一
顔百
一
而
~2石
引  計

行 政 財 産

基 本 財 産

特 別 財 産

竹)主 要 事

昭 和 2 9  年

692.02あ|(名
こ4皆!981

17:322お平37

654坪751

17.977坪624

起 債 ||∃ 庫 1道補功 |

(止1株)
564口18皮5畝

692.022 鑑埋1甲】
1

業 施 行 状 況

度

一事
橋 梁 架 替 工 事

北 中 央 道 路 工 事

練 合 グ ラ ン ド エ 事

網走美岬問道路パイラギ橋
工事

網走美山甲間大沢暗渠工 事

藻 琴 小 学 校増築工 事

第二中学校屋内体操場新築
工事

第ニ ク     ク
/ /

公 営 住 宅 建 築 工 事

屠  場  改  築  費

客   土    事   業

農   道   事   業

上 水 道 新 設 工 事

延長222米

P . S .コ ンクリート桁橋
橋長13米 橋 幅4.5米

延長35米

木進平家建 228坪

ク    145坪

ク    149坪

筒易耐大  40戸

木造平家達 84.5坪

面積    19町 歩

延長    5.489米

送水管工事 10。260

1.イ36

1.442

2.282

6.803

4.778

慨
‖
|

|
甲】

昭 和 3 0年 度

1総
I事 費1起  債 十回 庫 道 |

呼 人 小 学 校 改 築 費

西小学校屋内体操場新築費

卯 原 内 中 学 校 増 築 費

北 中 央 道 路 工 事

公 営 住 宅 建 築 費

プ ル トーザ ー購 入 費

道々網走停車場線舗装負担
金

上 水 道 新 設 工 事

木造 2階  198坪

ク 平 家連 130坪

延長 219米 巾 員 25米

耐火構造 (簡易)30戸

小松式ブル トーザーー台購入

送水管工事 6.03Э米

劉

　

　

　

引

千11
3.500

2.000

600

2.740

3.200

3 . 組
1

1.7831

9.964

革千子‐　
　
　
　
　
　
７‐
　
ｍ
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摘

lll年 夫別人口増加の趨勢

世 帯  数
人

総 数十ダT者引

如
陥
師
學
隅
隅
隅
附
ｗ

明珊
瑠
刺
瑚
瑠
瑚
瑠
枕
一ン
一昨
盤
附
＝
珊
靴
靴
叫

438

398

339

361

一一
64

6 1

16

31

46

39

23

31

25

21

24

28

25

30

"- 25 ‐‐



昭和30年
1月

2)J

3月

4打

5ナ」

6月

7月

8月

9月

1 (〕月

H月

1 2月

41

4

51

4

3

3

4

3

25

92

80

90

75

85

83

72

80

93

67

70

70

38

32

38

23

35

28

28

2フ

39

2 4

31

18

13)普 通 じと帯準世帯別世帯数及び人口

2

2

31

(昭和30101現在)

数

帯

帯

総

並日
準

22.

1 9 .

2 .

20.593

19.979

詮 普 通世待とは壁居と生計をともにしている人たちや一人で
一戸を構えて暮している人を言う。準世帯とは

寄宿舎、下宿、合宿.察 にある家計をともにしない常任者の集りでこの場合の常住者とはこケ月以上住ん

でいるか、武は三ケ月以上にわたつて住もうと思つている人を言うて、

141 市街、部落別ぉ世帯数及び八日

“)市 街各区別世帯数及び人口

に
|十比 帯 数

く昭和30。10.1.現 在

，ヽ却
対す 塁皆1躍焚奮磨昇撃

‐

７‐
‐

０
‐ゴ

ユ
１

９
‐

１
‐

＝

ｌ
ｌ

引

＝

ｏ
ｌ

科

ぎ

１

３
　

・

‐

乳

１
‐

「

酬

　

　

　

‐

街

岸

町

区

区

町

町

場

南

区

町

眺

曲

市

河

緑

北

東

台

桂

駒

鉄

西

新

三

大

総 数

町 一 円

一 円

一 円

―一 Flj

一  円

一 円

一  円

区 一 円

一 円

一 円

一 円

一  円

1

1 .

1 .

22.

2 1 .

5 。

1 .

2 .

7 .

1 3 .

11.

3 .

3 .

1 . 1

1 . 2

2

6.82

1 .

70

1.77

3 . 5 4

611 2.96

26.32

447

5.661

1 .

13.833

233

135

2.865

3.609

700

133

262

893

1 , 7 1 0

1.432

1.374

432

16.

1 8 . 5

H . 8

36.

△  2 . 1

1 1 6 . 0

H 。2

1 5 。3

20.78

△  2 . 6

35.49

∠、 12.87

3 . 6

l

1

― ―一 ― 」

註 △ 印は滅

―‐ 26 ‐‐



l「l 部 落地区別、世帯数及び人口

世帯数十総

揮走地呵望儲実蔀論揚慾天鯛
藻琴地区(籠霜i岳空i疑唇藻ヽ琴)
北次地区借績離 二軌百巣否暑瀞
卯原内地区惨冨:遜字t空資伊尚嘉)
呼人地区(呼人、東網走)

部 落 別
1世
帯数
十孫言奄 落 別

1世

世帯主の所園産業による世帯数及び産業別八日 (昭 和30。10.1.現在)

渦

「

判

＝

判

‐９

‐

「

７９

‐

‐５

‐

‐

引
６３３

７ ‐９

４０４

６５９

４‐６

４３５

６‐６‐

２６５‐

６８０
‐
封
判
引
判

浦

郊

園

琴

和

早

信

次

寄

万

豊

内

別

　

浦

根

士

部

一
鯖

豊

中

藻

昭

―――

稲

北

卵

九

突

音

浦

栄

清

割
『

矧

釧

洲

刺

５
‥‥‐‐

刺

刻

剰

潮

刺

８
２０
１５
７
５５
７３
別
７６
５６２
用
引
習
留
判
留
留

治

岩

陽

化

岬

山

見

坂

人

走

販

和

内

山

歳

岡

ッ

　

　

　

都

　

　

　

網

　

　

原

多

　

ヶ見

明

三

向

文

美

天

汐

八

呼

東

能

平

卯

嘉

越

二

０

一
産

数

業

業

業

業

業

業

業

猟
諦　　　　士冗

狩

産

　

設

造

小

水

業
　
　
　
　
　
　
　
売

業

総

農

林

漁

鉱

建

製

郎

内 部 落別世帯数及び人口

一 ヽ         ‐



金 融 保 険、不 動 産 業

運輸通信、 その他 公益 事業

サ  ー   ピ   ネ   業

公          務

分 類 不 能 の 産 業

無      業

詮 世 需主の所属産業別の世情教には準世帯355は含まず

16)男 女別年令各オ別人口

数 十

43胡f喝
|

2 5 . 0話
|

(昭和30。10。1.現在 )

数十

翻

E引
45 J 447

・428

・ 427

.336

. 385

・ 333

.321

・269

.293

°
 271

・295

.257

・272

・
267

・
 230

.236

・ 205

,203

, 192

, 1 8 1

' 1 6 4

・ 196

.126

・ 135

2951

899

1.083

8 1 0

473

504

479

530

6 1 5

688

635

646

5 1 4

467

423

482

479

465

448

392

451

452

438

442

407

465

463

466

506

5 1 7

471

471

486

447

4 1 7

359

3 1 7

591

681

6 1 1

531

924

856

907

9 1 6

904

902

786

837

1 9 〔

20〔

2 1 (

1 5 1

1 6 '

14Z

1 4 〔

131

9 1 5

887

878

839

893

859

905

888

898

870

874

875

847

751

667

659

111

14(

11て

1 3〔

1 1 1

13を

13〔

1 0〔

9,

9〔

8,

8,

7'

7〔

St

5t

Ｏ

１

２

３

４

．
５

６

７

８

９
才
０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

ぱそ
ヒだぞ! _ 28 _ /イ /t声



８４

８５

８６

８７

８８

８９

９０

９‐

９２

９３

％

９５

９６

９７

９８

”

００

７６
‐‐

６４
‐‐

６‐
‐‐

５‐
‐‐

６‐
‐‐

４５
‐‐

４７‐‐

４７‐‐

３３‐‐

４０‐‐

刺

剣

引

剣

嘲

嘲

刻

州

８０
‐

６９
‐

獄

掛

淵

判

判

判

判

呵

引

２３‐

２３
‐

２８
‐

‐７
‐

淵

キー‐

掛

¶

刊

５６
‐

料

渦

潮

日

川

判

判

判

制

６５‐

６‐
‐

５８
‐

封

醐

潮

矧

封

判

鍋

Ｈ

「

「

「

「

「

・

レ

・
・
　
γ
・

・
γ
・
　

．

．

，

一

66

67

68

69

70

71

172

・
   73

74

・
   75

76

177

78

79

80

81

82

83

女総

/,ヨノ3
(昭和30.10 1.現 在)

男数

別人口級

一―
‐

冊
一別
昨
一級

女

一
階

男

一
令

働

一
年

才
0

5

1 0

1 5

2 0

2 5

3 0

3 5

4 0

4 5

5 0

5 5

-      9

～   1 4

～   1 9

～   2 4

～   2 9

～   3 4

～   3 9

～   4 4

～   4 9

～   5 4

～   5 9

～   6 4

～   6 9

～   7 4

～   7 9

～   8 4

～   8 9

～   9 4

～   9 9

～  上 0 4

5.029

5.821

4.485

4.303

4。384

4.364

3.255

2.591

2.164

1.644

1.398

1 . 1 4 1

859

642

434

279

122

49

5

1

1

2.601

2.950

2.297

2.175

2.307

2.392

1.637

1.361

1.152

905

743

602

470

335

201

1 1 6

49

22

1

1

1

2.428

2.871

2.188

2.128

2.077

1.972

1.568

1.230

1 . 0 1 2

7・39

645

539

389

307

233

163

73

27

4

・ 6 0

6 5

7 0

7 5

8 0

8 5

9 0

9 5

1 0 0

,- 29-



こr ―

人録酷民住(8)

世 堅
２０２‐
淵
判
郷
判
利

２５２
‐
調
掛
制
刻

２７８‐

２８２
‐
綱
引

|

月

月

川

月

月

月

月

月

月

月

月

月

7 .

7. 静鋼景翻
19.883

20。091

20.101

23.187

20.197

41.191 20.6771     20.514

41. 20。7121    20.

7 . 1

7 . 1

41.41

41.54

41.72

20.7811    20.

40。4581    23.271 20.8461    20.

7 . 1 4

7 . 1 4

40.53引   23. 23.94』23.7観
40.6251    20.38 20。240 41.7 20。9581    20.

7.16 40。7471    20.4 20.292

23.352

41.84 21.0121    20.

7 . 1

7。1

7 . 1

40.8881    20. 4 1 .

4 1 .

21.0051    20。

40.9491    20. 20。386 21.0741    20,87

40.9981    20. 20。412 42.01 21.1021    20.91

7. 41.0831    20. 20.447 42. 21.1431    20.

7.1 41.0931    20。 63 20。460 42.1 21.1761    20.

1 9 1  住 宅

職時中本市は幸にも戦禍から免れた力`本市の発展に伴う人口増加により住宅不足を余儀なくされている現状で

ある。昭和28年9月1日現在の調査結果による住宅の所有関係は持家3722世帯、借家1950世帯、給与住宅1205世

帯、同居世需212世響、非住宅95世縛となつておる。

又昭和30年国勢調査においても住宅に関するかんたんな事項を世密の関係事項とに調査したが依然として住宅

不足は解消されていない。

“)住 宅の種別による世需数及び住宅の畳数 (昭和30.10。 1.現 在 ,

町＼ 所 有関係別

総 数

数

家

家

借

宅

舎

屋

他

住与

宿

宿

の

総

寿

借

間

給
宅

寄

下

そ

数

数

家

家

借

宅住与

総

挿

借

間

給

7よ760

7.418

4.071

1.555

593

143.342

95.442

22.317

5 . 0 1 5

20.568

1 9 . 3

23.4

1 4 . 4

8 . 5

1 7 . 2

549ノ(

(部落)

iE)市 街部落別による世密数及び住宅の畳数 (昭和30.10.1.現 在 お



十　

一　

一

宿

　

宿

の

寄

　

下

そ

引
輌
３．０４５‐‐・５４０‐判

舎 |
屋

他

市衛地には海岸町、台町、桂町、駒場、=眺 、大曲を含む

″〕 住宅数の推移及び住宅の種類別一人当り畳数

察 1罵

(昭和23年～30年)

|

神

| 引

区

一
総

持

借

給

口 所有別累年別住宅数

与 住

昭和28年住宅数の総数と1/Dの総数と開らきのあるのは

昭 和 2 5

(昭和23年～30年)

昭和26年 十 昭 和 3 0年

２８年十一　　　　一中

_ 3 1 _

ー





単位 千 円0推 定 緯 生 産 額

農

昭 和 2 1年

22

23

24

25

26

27

28

29

30

121農

“)農 家

業

人 口

昭 和 2 8午

昭 和 2 9年

″  3 0年

年 度  ―
数十世帯人員

産
1鉱

166.

768.5

1.098.6

1.970.

1.962.

８６

７６

‐３

８０

８２

７７

５２

８ ‐

７０

６８

ゴ

一‐‐
ョ

‐
王
‐

一
‐
十
一　
一
十
一‐
「

一十１
「

〓
ゴ
ー
「
‐「

一　

十　

一　

一　

一　

一　

一　

十　

一　

一　

一

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一

６‐
　
卵
　
４６
　
拶
　
０ｌ
　
Ｈ
　
９４
　
９３
　
０５
　
６４
　
‐３

3.8671

4.5771

1 2 . 9 9叫

17.708

23.5331

35。4571

48.5201

bl.2601

66.0351

3.033.

3.425.

3 . 7 1 1 .

3。429.

3.995.76.

1農
業 常 備 者

農業の

の

ずるもの
家農

酬
1 . 8 6 4戸

1.842

1.836

農家数には準農家数を含まず

い)経 営耕地面積広狭丹U掌家数及び人口

住   込

道内 1道 外

人
　
　
　
５７

一戸
３７
　
３０
　
３４

人
６３
　
　
４‐

人
受
　
　
６２

人
３０
　
　
５３

人|
3891

336

5211

一

―- 33 _―



昭 和 30年

一

一

「

引

＝

名

ｑ

博

１５

２０

５

５

一
十

一

‐

十

一十

一‐

「

乳

糾

６‐
‐

６４
‐

認

「

「

尉

―

「

―
「
―
「

‐１判
―
「

‐
―
「
剖
「
川
判
舛
％
―
電
１
６８‐
‐
‐５‐
‐
ぼ
‐
‐
―
一‐

‐
一Ｈ

叫

―
‐

引

明

１
１

「

引

料

引

６６‐

州

判

６９‐

一
‐

刊

４‐

‐

‐

「

３
　
２
　
３
　
３

川
「
掛
側
‐
６６‐
‐
‐８
‐‐
６７
　
８
　
５
　
１
　
　
　
‐

―
『
判
―
州
】
―

（
―
劇
―

（
―
掛
―

ム
‐
引
‐
Ｈ
２
「
ョ
尉
「
「
尉
「
Ｈ
珊
判
―
川
刊
―
封
判
―
引
叫
―
―
―
『
判
‐

準

３８

‐９

２５

９

９

８

４

２

一

１

一

一

　

―

封
翻

３０‐
引
ｑ
制
洲

２４９‐

２２‐
１
劇

31x~未構

3反～5反

5反～1町

1町～1町5反

1町5更 ～2fBT

2町～3町

3町～5町

5町 ヤ7町5反

7町5反～10町

10町～15四r

1 51Br～20町

23町 ～以上

例外規定

ψ〕 経営耕地面積広狭別自作別農求数並びに耕地面積

|ギ鉢雨百ギ挙|
畝
７

　

５

　

９

町
９
．
　

３
．
　

８
．

戸
６６
　
４７
　
抄

昭

昭

昭

和 2

和 2

和 3

8年

9年

0年

昭 和 30年

3反 未 満

3反 ～5反

5反 ～1町

1町 ～1町5反

1町5反～2町

2町 ～3町

3町 ～5町

5町 ～7町5反

7町5反～10町

10町～15町

15町～20町

2 D町 以 上

棒

38

23

32

30

47

125

447

486

327

2 1 9

22

7

29

9

lC

e

6.3

8.3

22.4

36.7

86。7

320.8

1.783.1

3.540.8

2.950.6

2.873.0

3 4 8 . 9

|あ

＝

一―

一

．

３ 〇

一

５ ０

５ ０

３ ０

６ ０

０ ０

８ ２

８ ０

８ ３

一

一

　

１

　

一

７５

７０

１３

３２

５‐

刻

８５

４０

８‐

２７

‐３

８６

2 . 5 0

1 . 5 0

2 . 5 5

4 . 5 0

2 . 1 5 0

4.46

3.31

7.35

3.46

8.20

6.80

10.60

20.50

７
　
一

5

3

を|
61

|

一　

一　

十　

一

4

一　

一　

一　

一

一　

一　

一　

一
6   455.5 1

誰 農 家戸数には例外規定農家を含まず
付 所 有地借入地別面積

借

- 34 __

地入地有所数総区 分 |

ク  2 9  年

//     30  塗F

12.713町9反5畝

12.618町4反9畝

12.408町0反4畝

12.486町9反3畝

12.420町4反5畝

241町4反3畝

227町0反2畝

198町0反4畝

il

‐
H 田

B 日
、 L 、 、 _



的 家畜飼養戸数及び頭数

昭和28年

″ 29年

夕 30年 ::!|   ;子||

分降   |
illl

一

|

―

|

4.1

4.071

4.14

昭和年23、29年の隊飼養頭数の区分に限り10ケ月単位です

い 農 作物作付反別及び収穫量

卒1 昭
 和  29 年  推  定  収  穫  量

 1昭
和30年推定収穫量

稲

類

菱

旦

蜀  黍

立

ん ど  う

んヽ げ ん 豆

↓ず

な き  び

の他の雑敷

だ引
1.463

744

7ど17

1。299

147

262

1 1 4

1.737

275

525

未 成 熟
乾燥種美

末 成 熱
乾Ⅲ操種夫

未 成 熟
乾燥種美

未 成 熱
乾燥種実

未 成 熱
乾燥種実

0

1 0 . 3 5 7石

20,2877軍

432.000惇雲
998石

52D.740貫

0

260。283拝案
2 . 0 1 5石

240.000F雲
1 . 5 1 5石

442ァ軍

730ァ軍

1.00 0員
514石

3.10 9 . 3 2 0貫

706.070炉託

12,720.000ガ予

1 .

15.687刀覇

22.289石

234.
5.641

97.
1.762刀ョ

3.0027岳

131.
4.339

56.000
10.45075

957石

2.150刀軍

669石

5,730.780員

1.222.500目

21.C92.000斤

792

190

261

151

1.802

2 1 3

5 4 1

3 1 9

542

1.169

163

243

137

薯

菜

ト

1.727

253

509

総
数

一
４８９
　
４６６
　
６‐４

察1戴諏亀ボ 担
一洲
ョ

＝

尉

畳晏1観|ン
霊綱身翻‖魯

-35 _,



麻亜 424

39

946

1 . 9 1 4

64

359

ヽ
ぎ

ま

も

子

ガ
じ
よ
え
び
ヽ
み
種

ヽ

業
種

菜
ゐ

130.530賢
108,775斤

ごま、からし   169石
5.400提雲

1.471.800貫

9.047.510貿

47.680揖雲

150.948貫
143.760ガ千

307死=
38.500揮託

1.728.420賢

11.263.320F穀

20 7 . 5 4 1貫

替1嘗暑ワ|
果     樹

|

40

682

2.256

75

48

522

2,291

75

1 3 1林

(イ)昭 イli  2

可 積1問

産

9年 度

生

産

量

固

有

林

685 主  伐

間 伐 1魯6.770

33.307.614

間 伐 1.754.816

額産種

瑚一
生  産  額 種

2 3 . 6 3 1 . 1 8 5円

4.168.947

721.776

799.225

2.887.303

32.208.436

別
1生
産 高

1生

択伐 (主伐)

皆伐 (圭伐)

ク (問 伐)

保  安  林

所  属  替

合   計

択伐 (主伐)

皆伐 (ク)

ク (問 伐)

保  安  林

所  属  替

7 2 9 . 5∞Pl

644.457

73.180

160.635

1.246.217

2.853.994

7.937.100

1.042.200

生

産

額

材

額種 別
1生
産 高

1生
産 額

1種

響1魯

3.859.500

3.859.500

圭 伐 12.358.916

間 伐

鋼鑑矧
択伐伐

伐

皆

間

計

(口)昭 和 3 0年 度

材用

景1鑑1詳| 判曾1試有 |― i ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ―

―

1  圧  | ~ ~ ~ ~ ~

林 1面 積 1間 伐 |

種 別
1生
産 高

1生
産 額 種

択伐 (主伐)

皆伐 (ク)

所  属  替

計

8 . 1 2 1 . 3 2 9 円

721.623

1.427.711

10。270。663

択伐 (主伐)

皆伐 (ク)

所  属  替

＼

―- 36 -―

生



謝
一期
一

生

産

額

一
卜端
材材

別
1生
産 高

1生
産 額

町

‖種 ・産

皆

.問

1.139

3.003

4.142

1.600

1 , 4 1 9

3 . 0 1 9

択

支

伐

伐

682.400

1.801.800

2,484.200

480.000

425,700

905,700

1 計

〔0水 産 業

“)組 合 現 況 一 覧

組    合     名
1所
在 地

1組
合 長 氏 名

1出
資 金| 一准正  |

網 走 漁 業 協 同 組 合

西網 走 漁 業 協 同 組 合

綱t桟船底曳網漁業協同組合

網走ニツ岩漁業生産組 合

網走相互漁 業生 産 組 合

網走南浜漁 業 生 産 組 合

網 走 漁 業 生 産 組 合

北 鱗 漁 業 生 産 組 合
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全 上 字 呼 人

全 上 南三東三
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35.077
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5。500

65.9981
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1.241,273
44.870。710

1.034.617
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796.742
37.519.206

1.779.477
91.159.020

1.652.434
122.339.554

6.504.543
341.089.482

1.499.81
61.505.981

1.273.
44.204.531
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31,626.21
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貫
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貫
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全
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1.451.921
100。490。91
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働 主 要水産加工製品生産高

A I昭 不11 2 9 キltガ宝

数量 (貫) 額 (円)

無 頭 開 た ' )

無頭開ずげとうたら

すきスすけとぅたら

す き  み  た  ら

皮はぎ開すけとうたら
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1 . 6 1 7 .

681.

30,422.

9.540.

177.

133.679.

43.876。

3 , 3 1 9 .

1.402,7

323.117.

216.921.

4.951.

2 , 4 1 5 .

493.922.

272.103.

145.171.53

142.146.

133.679,

すけそたら

鯨  傘  底

鯨

291.1

295.

た12 4。4

408.

758.

2.192.4

145。171.
討

銀 さ け 水 煮 ク

全  上  3号 8打入

白さけ水煮2号8打入

ます水煮 2号 4打″、

企  上  3号 3打入

ますすけ水煮2号4打入

毛 が  ヤこ   //

計
計丹」

製油魚

2 . 0 1 5

780

533

1 0

1 0 1

60

25

7 1 0

2 1 1

71

37

塩

素

煮

塩

竹子

中ヽ

足

嫌

冷

缶

魚

縫

4 . 7

4口7

すけそだら 粗肝 油

さ  め   ク

ほ つ け  油

さ ん ま  ″

こおなこ  ″

油 か  れ  い  油

雑   R    油

‐を σめ に1 1に1 7由

長  須
・
鯨  油

槌

み ん

海

油

鯨 油

油

94.553.

24.180.

6 , 3 1 8 .

4.839.

96.

101.

395.

206.

9.585,

264.

773.

444.

142.146.

千  品

干  品

千  品

蔵  品

lNTH   !守1

:立    占占

件i海 藻 品

製  品

凍  品

粕  類

肝  油

詰  品

(過去3ケ午問)

2.433.01

1.979,6

975.7

8.580'

36.297

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

11

12
は

ノヽ

獣

一 赫機,斃1叫眩
り)小 型 鯨 捕 獲 高

着業隻数 種1昴拝義蟹戦ダ午基生二生函封市場戦被 亀1評憂姦算率
ン  ク  鯨

鯨

鯨

(文)肝 油 生 産 高

‖引
481

17.871 T irl

(過去 3ケ 4f間)

:|

工  場  数

一 怖 T_



―

ψり lFtiカユ、仲積基地効果調

入港船舶  鮭 鶴荷揚
| 1厘 備 者 |

数延屯数十数 量
稼       t事勃|

許 1      健 人貿
賃  金

庭人留1賃
金
1運
搬 質

数 量 |

露15.441.場619.996.1逐″|183.978
円  人 |   1lll    l

1.588.26到 7651377.50ql.29Ql

1鶴こ子

ゴ抑劇1開1帆5掛1鍋1淵2刑
レ)水

A 帆

産 増 r 4 A事 業

立 採 苗 事 業

肌
５３Ｃ
５。Ｃ
「
並

一

=: 体十年度1役教1連 の 数 十採 苗  放 「T流

瑠判
|

網走.北浜・沖合

能ltF湖内

休 | 度 1 採  石  数  1右 lヶ の章畳 1投 石  面  積 1投 石 場 所

B昂 泊i確 築 設 事 業

網走漁 業協 同組 合
1 2 . 4 0 5 1岡|

5,054  1
15/20/1
1 5～2 0  1

|

瑠駒納ポ
ンモイ帥合

C人 工 呼 化 事 業

額
千 田

.553

.180

。733

事 業 主 卦
1魚
種別
1湖
沿 河 川 茄 採 卵 放

1町
化 施 設

器盤鞘檻墜『
養

年 度 |

的引判暑L別|
29
30

29
30

一‐
―
―

|
1公 魚
|

西網走漁業れ同糸R合 1  鯉

1鰈

北海道鮭鶴増殖漁
業務同組合

能  取  湖 1   3:

湖

　

湖走

網

　

網

29
3 D

2 9
3 0

1   29
1   33

1   29
1   30

鮭

　

鱒

網走湖.網 走川

網走湖.網 走川

48。1:;i888尾i 聴化槽畜養池

1.1る:1888尾1 全 上

i:L‖rキ和2941i度 は呼化ル流教で洋)る



(ワ)漁   業   無

A 概    要

公称通信亘離
 1 局

名
名
名

級
級諏

２
３
電

効
物

Ｋ
Ｋ
郷
６００
間
問
風
夜

送 信

装 置

B無 線 設 備

空中線出力 50w 周 波数 2,182kC 2.720kC 2.160K c

補 助 装 置 空中線出力 300w 周 波数 2.160kC 2.720kC 2.160【 c

受 信

装 置

9球  ク

7球  ク 1  イド

C 所 属 船 概 要  (網 走港湾根拠船のみ)

曳

縄

網

置

船

船

止

計

船

鮫

晴

型

　

　

輸

機

騒

鮭

大

運

竹

運

合

l a l  造   船

A造 船 施 設

が
ミー鰹堅二、十=亀

三 洋 造 船 K  K

道 東 造 船 ク 〃

網 走 造 船 ク ク

水 谷 造 船 所

福 井 造 船 所

大 谷 造 船 所

2.200監 |

1.000

547

300

900

200

50tP港揚機

50tP港揚機 2基

22tP港揚機

ゴロ然式

企 _に

全 上

５８

６５

６０

％

９０

３０

B薪 造 及 び 修 理 状 況

分 |
数 新

区
数 十屯 数 十_隻_塑 エ ー ー 生

昭 和  29

//   80

年

年
ヽ

号号:宴
喜
|

1 7 . 0 4 1屯|

Wお 勺
|
|〔
隼喜
|

576.91T

隻

526.



(ヨ)

A

分

水 産 労 務 者 雇 備 状 況

層 備 状 況

(除水産加正)

名     称 1電

新 谷 水 た 加 !に所

相 互  〃

大 洋 漁 業 K K

山 田水産工 業 K K

土 屋 水 産 加 工 場

束 出 轟 蔵

〃   竹 輪 工 場

ク    水 産加工場

同和 食 品工 業 К】(

内 藤 竹 輪 工 場

〃   冷 凍 工 場

日 魯 漁 業 【 K

ク    網 走事業所

ク   冷 凍 工 場

斜里第1鱗 光冷凍工場

道 水 試 網 走 支 場

水 検 網 走 駐 在 所

道焼竹輪跡組網走支所

北 京 水 産 I【(

O力  朝 倉水産加工場

○は 朝倉竹輪工 場

棟 方 水 産 加 工 所

村 上  〃

共 立 油 脂 K【

鍵 野 目水 産 加 工 場

吉 川 竹 輪 工 場

|    |
!昭 和

//

B道 外 出 稼 者 出 身 地 別

(夕)水 産加工関係会社工場名  (あ い うえお順D

称
1電

1甲

住

北 1西

南 2穴

相走化学飼 料 K K

阿 部 竹 輪 工 場

!網走漁業協 同 組 合

網走魚菜 卸 売 市 場

網走水産冷 凍 K K

網走油脂 工 業 K K

網 走 製 氷 K K

株式会社1石 栗 商 店

夕    水 産加工場

夕   竹 輪 工 場

〃   冷 凍 工 場

″   鮮 魚荷■ll所

今 井 水 産 加 工 場

遠藤 (熊) ク

奥 谷

f藤 田 蒲 鉾 工 場

鎌 田 水 産 加 工 所

川 田  ク  ク

関 東 有 機 K K

極 光 確 詰 玉 K
・
北 見 食 品 K K

栗 原 水 産 加 工 所

小林 (耕)ク
・
小林 (次)ク

柴 田  ク
・
白
i井
  ク

|

１

町

２

１

　

２

　

５

２

１

１

６

１

３

　

２

２

町

１

１

７

４

７

ク
ク
町
岸
町
験
町
　
喉
瞭
順
線
啄
暇
町
〃
珊
明
　
線
犠
如
蜘
犠

南

海

南

南

冷

ド

南

南

北

南

南

南

北

　

南

北

新

北

北

北

北

南

１

１

町

１

町

５

‥

―

町

ｐ

７

柳
峡
岸
瞭　　壕
柳喉瞭牧
岸
蜘
犠

南

南

海

北

新

南

北
南
北

北

海

南

南

241

174

3 4 1

3カ

716

R4

2Dl

1 1

474

1 4 1

南

南

海

引ヒ

南

南

引ヒ

南

】ヒ

南

Jヒ

引ヒ

南

1西 1

4天 6

岸  町

5門 1

4東 2

4東 3

6京 1

3東 2

3東 2

4東 4

3東 1

6東 1

2東 3

= t t 苺



1 5 ) I

( イ)

業

規 模 別 J l場 数 (各年12月 末 11現在)

中
一
７
３４９

一
卓
２５．７

一
夕
３７‐

一

仲
訂
卜
割
一抽

が
生

筆
怪
専

隆

欲
1区

1 7 1 1工

和 1従

28  1  ‐
i′f

“|:十分
比

(各年 1(口)年 別工場教及び出荷額

製  造  業

績     キ

衣 服 お よび 身 廻 品製 造 業

六 十オお よび 木 製 品製 造業

求 具 及 び 装 備 辞1製 造 業

印刷 出版 及 び類似品製造業

化 学 薬 品 お よび製 品製造業

ガラス及 び土石 製 品製造業

金  属  製  品  製 造 業

機 械 製 造 業

輸 送 用 機 械 器 共 製 造 業

そ  の  他  の  産  業

合           計

額
一

荷
一 守円

l.483.598

154.644

18.295

27.224

59.114

23!8::|

ψ〕 産業別製造品出荷額

産 業  別

食 米|・ 品 製 造 業

紡   績   業

衣 服 及 び 見 廻 品 製 造 業

木 材 及 び 木 製 品 製 造 業

家 : !モ及 び 装 備 品 製 造 美

印用J出版 及び類 似 品製造業

化 学薬 品 お よび製 品製造業

ガラス及 ひ土 石製 品製造業

金 属 製 辞1製 造 業

(昭和 29年 12月 末 日現在)

|.733.294

2.370

144

186。984

21.134

30.572

107.691

1.650

17.351

14.翔1   2,謂

分 比
荷  額
 1占 鴫探濃 1従

業者人当出荷額
工

業従

62,

1 . 1

0 .

9 .

6 .

3 .

3.2

| . 1

5.095

17。949

825

5,784

__ 50 __

| .



機 械 製 造 業

輸送 用 機 械 器 具 製 造 栄

そ の  他  の  産  業

161商    業
“)業 態 別 店 舗 数

貿     易

各 種 商品小売業

専 品 門小 売 業

製造 品小 売 業

: :飲  食  店

代理商及び仲立業

計

lPl 経営形態別店舗数

法人及個人経営で雇用人のいるもの

人 1個

(昭和 27年 9'1111現 在)

数
法人経営及個人経営で雇用 | イ国人経営で雇用従業者のな
従業者のいるもの いもの   '

個人経営で雇用人のい
ないもの

(各午 7月 1日 現在)

４０

８５

６

５７

一

‐―
増
判
引
引
判
判
「
ｑ
判

ll

現在)

‐６‐劇
■
１‐「
湖
―
一
脚9月年

【―
―
―

一

８３

２８

２ ‐

‐

４４

‐

(昭和 27

収|
註
　
働

( )内 は休業店舗

事  業  所

“)経 営組織別事業所月数

昭 和

″

増 滅

26  塗干

29  盗「

(△)

1。145

1,231

86

898

920

22

(口)産 業分類別組織別事業所数

187

239

52

(昭和29年 7月 1日現在)

人 法 人
1団

体
1公

1個 人
1法
人 F法人そない団体

８

　

十　
　
一
　

１

　

一　
　
一　
ｌ
　
ｌ

４３

３

‐５

６５

７４

‐５

一

‐９

区

一
全

鉱

建

製

卸 売

金 :融

不

運輸通信及びその他の公益事業

ザ  ー   ビ   ス   業

業

設     業

造     業

及 び 小 売 美

及 び 保 険 業

q
|

2号!|

″黎





・
  、

銀    行

“)銀 行 預 金 勘 定

l P l銀行 貸 付 金 勘 定

1 / j銀 行 為 替 勘 定

午

送  金  為

荷   為

他所割引及取代金取立

121郵便 貯 金 命 替

(網走銀行協会調)

和 2 9年
十
向宮 和 3 0年

十
備

の

当

普

、通

定

そ

預

予

予

予

目
一
座

通

知

期

金

金

金

金

金

1 3 1 .

253.

3 .

482.

1 1 .

935.

5 1 .
4 .

666.3

223.708

360.661

1 9 , 0 1 7

763.324

168.718

1.540.428

各年12月末日残高

各 年  中
(1月た12月)

他

計

次

1藤
諄 蔦 昭 =和  29 年

十
昭 和  30 年

1 備
     考

各年12月末日残高

和 2 8年
十
昭 和 2 9年

十
昭 和 3 0年

十
備

563.

子
４０

３７

６０

引

高

高

タ

ク

　

タ

ク

組
払
取
支

寂
支

取
支

替
　
替

232.4
292.4

4.053.918
4.284.736

120,776
9。262

1.496.641
2.188.553

64.
4.

1.263.6
2.381.4

(網走郵便局調)各 年 中

分
十
年 度
十
日 数
十
金 額

1備
考 区   分1田数十金 額1格 老

0衛 易 保 険 (網走郵便局調)各 年 中

度
 1加
入件数
十
契約模険金

1裏

年

年

年

一
”

３０

便貯金璽
替貯金乗
便為替表

年
年

年
年

年
年

85.571
84.658

7.146
7.637

6.323
6.693

177.817.
192.042.

16.871
18.148

1.976
1.957

150.554.7
163.605.1

112.241,1
114.635.5 103.924.3

27.969。464.729.li 郵便為替詮 27.937.93

劇 祐覇



1 4 1郵 便 年 金

度1件数十掛金額 契 約 年 金 額 |

(網走郵便局調)各 年 中

‖|
6)網 走信用金摩

“)預    金

年 度

昭  和   29

(各年月末 日現在D

そ の 他
|

16)住 宅金融公庫融資‖尺況 各 年 中

数

額

件

金

認

認

承

承

昭和30年は藍業労務者住宅

1件2.170.000円を含む





教 育 委 員 會

“)教 育委員会機構

目曰
一一庶   務    係

社 会 教 1′ド |よ

一 学 校 教 育  係

校
校|―

一指  導

―
図

_十 一一成 入  学  校
|

|-4F Ji 博 物  館

―
教 育 研 究 所

――
青  午   学  級

主 事{1付 宰
倍

い)教 育委員と教育長

職  1氏 1商名 ―

一

用

一

F員 長

員

育 長

田  野

鴻

1公

今

斎

次
　
一一
〓

グ

士
Ｈ

〓

企

哲

雄

ウ

雄

孝

岡

本

　

単

本

谷

藤

，
一
十

一
十

一
‐

２
‐

ゴ

十

一‐
「
「

２
‐

校摩す
　
ク
　
〃　
　
ク

小内

山

別

人

根

多
，
ｔ

音

嘉

浦

呼

一

立

ク
　
ク
　
〃
　

５

郎

郎

一〓
　
一　
　
一

次

大

久

米

麟

智

幸

野

貝

槌

本

角

須

小

松

目町
内

町

西

原

園

桂

条

卯

中

学
静
字
学

由昭和27年 4月 11i

至昭和29年11月 111

昭汗R29年H月 1日

昭和27年 4ナ11日

市議会選出委員

″)教 育委員会配置人員

指 導 圭 事 1事 務 吏 員 計

務   係

会 教 育 係

校 教 育 係

導  主   事

書   舘

員 養 成 所

土 博 物 A F f

育 研 究 所

計

2

3

2

1

2

3

7 1

2

3

2

2

2

2

3

1 9

一
　

１

　

一　
　
十　
　
一

市内各學段一覧

“)小  学 校

学 校 名 称 住 所
1校
長 名 矛1学校名称 所 1校

網 走 小学校

中 央  ク

卯原内  ク

中 1引  //

字音根内

字嘉多山
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註 昭 和 30年 7)1111現在による昭和 29年 度中学校千半イ
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ψ〕 教 職 員 の 現 況 各年5月 1日 現在
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各年5月 1日現在
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検盗人員

％
２‐
　
一

2.86

0 . 1 8 % |
31
2.781

1検
査人員 近 視

1遠
視
1乱

視
‖
検査人員

1色
神異常
1検
査人員視‐

「
錫
潮

判

０

．

一

０

。

一

０

．

ラ

ム一

ト

ホ

1.277

1.229

24.98ヮろ
3 1 9

30。43夕ろ
374

％
２７
　
一
％
７
　
一
％
３４

2.506
27.65夕杉
693

1.369
2.49

6)図 書 舘

“)図 書舘の沿革と現状の槻要

.8年 の日露戦役を記念して故安田貞謹氏、松崎豪氏及び貴田国平氏等の首唱により明治39年 1月に私立網

書従覧所として南5条東1丁目に発足、同40年 1月網走図書館と改称、同41年 7月南 5条東 5丁目に新楽開舘ぃ

13年7月 1日町立移舘 (認可大正15.5.29)昭 和8年現位置者6条業5丁目に移転増築、昭和22年 2月11日市制

と同時に市立網走図書舘として現在に至つておる

l「l 総坪数

ウ
｀
)舘  員

働 そ の他

的  図

62.5坪 (階下37.5坪 、階上25.0坪 )

舘長 1。 (教育長兼務)  司 書 1. 司 書補 1.

開舘時間  午 前 9時30分～午後 8時30分

休 舘 「1  祝 祭 日
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法人北見教育会が、皇太子殿下御降誕記念として邪土教育の振興文化の発展をiまかるために昭和11年H月

に建設開舘したものでその後昭和23年4月 網走市に移舘され現在に至つておる。

性ケ丘公園内の文部省指定史積桂ケ岡のチヤンの隣25坪で建物様式は三階姓ヨンクリート洋風である。

同 舘 員  舘
｀
長 1名 助 手 1名 計 2名

″〕 年次別参観人員

昭和24年 2 5  1

叫 32.2851 36.0961 叫 37.05

昭和29年30年月別参観人員

昭 和  29 年

別 | ‖月

昭  和   30  4下

別 1 参   鯛
月

一

１

２

３

４

５

６

月

月

月

月

月

月

439

304

607

806

1.785

1.470

1

2

3

4

5

6

月

月

ナ]

月

月

月

307

242

474

748

3.407

4.704

‐一 ―



7

8

9

1 0

11

1 2

月

月

月

月

月

月

4 . 6 1 3

18.170

9.529

3.989

348

253

42.313

10.647

9.104

4 . 6 1 6

2.069

530

209

37.057

月

月

月

月

月

月

的 陳 列 資 料 類 目

丹町
1種

別
1   内

教 育 室

産 業 室

博物標本

植物標本

そ の 他

産

産

農

蓄

鳥類、魚類、昆虫類、鉱物類

食用、薬用、飼料用、工業用、有毒物

大模型図、気候、風土、雨量

小麦、燕麦、裸麦、馬鈴藁、薄荷、水稲、菜豆類、甜菜、亜麻

馬、牛、緬羊
'山
羊、隊、養兎

｀
養鶏

1母骨を二暑替景苫81骨富皆暑暑J号蟹垂図表
用材、パルプ

'抗
木、ベニヤ板、マツチ軸木、鉛筆材、パルプ製品

1警の電I畳 ≧窪塁

銃黄、水銀、各種鉱石の標本

産
　
　
産
　
産

林

　

鉱

歴 吏 室
|

警幕府時代の神社批びに運上屋等の資料、屯田兵時代その他の開折者の関係資料等

考 古 室

石器、土器、骨角牙器、金属器、その他モヨロ貝塚の断面標本、貝塚中の埋葬実写
遺蹟物の分布図

アイヌ人の生活状況及び当時の用具類を蒐集し写真、ジオフマ等を陳列している

定員70名を収容し得る設備を有し各陳列品の特別説明や講演会、研究会、その他の
会合に利用している

応 接 室 一― 約 7坪の明るい室で貴賓の応接や休室に利用する

古

　

俗

考

　

土

1 究楽増子泰響否盈垢鼠頚隼房翼物鶴桑係盤寛
内の名所や産業状態の写真、アイヌの

そ の 他 庫
1納
勤 室にあい 触 史その他の確 に供している



(10)青 年 学 級

A 昭 和29年度開設字級の状況

浦士別青年学級

豊栄 ク

卯原内ク

音根内ク

中国 ク

丸万 ク

呼人 ク

嘉多山ク

計

嘉多山青年字級

卯原内ク

呼人 ク

中国 ク

豊栄 ク

丸万 ク

音根内ク

浦士別ク

清浦 ク

計

浦士別中学校

豊栄 ク

卯原内ク

音根内ク

中園 ク

丸万 ク

呼人 ク

嘉多山ク

嘉多山中学校

卯原内ク

呼人 ク

中園 ク

豊栄 ク

丸万 ク

音根内ク

浦士別ク

清浦 ク

21  1          15

30            27

29  1          32

20

30

40

50

40

30

50

30

290

30

40

50

66

40

60

50

32

50

418

1 0

1 0

40

30

1 0

30

70

100

63

60

70

75

25

30

22

35

50

242

36

26

31

1 7

33

1 0

29

17

19

2 1 8

20

11

1 3

25

30

173

42

31

31

22

22

23

23

25

1 2

232

青年学級の名称
1開
設 の 場 所

1輛
― ―
譴 顛 ザ 峰 =鞣 可琢

旦 ―
百 十
二
軽
一― ゴ

20

50

22

20

1 0

30

20

1 7

40

229

‐Ｏ

Ｈ

７

６

‐０

６

６０

釣

６０

７２５

B 昭 和30年度開設学級の状況



一二工
‐５
２７
３２
２０
Ｈ
ｌ３
２５
３０
‐７３

３‐

３‐

２２

２２

２３

２３

２５

‐２

２３２



0督 1療 機 開

“)病 院 診 療 所 昭和31年 1月1日現在

i名

北海 道 網 走保健所

北海道立向陽ケ丘病院

相 走 厚 生 病 院

相 走 中 央
‐
病 院

藤  田   医  院

中山
・
小 児 科診

‐
療所

加  瀬   医  院

金  川   医   院

吉  村   医  院

井  林   医   院

村  上   医   院
|

空上1所在地1翌 医爺数 1看護婦
数十炉床数

谷外

雰

=婦
本
留

診療

盈
|

性病科、結核外一般

精神々経科

内外科産婦人科耳鼻咽喉科文肩科眼科

外科、産婦人科

外科、泌尿科、花柳病科   ―

小児科

内科L小 児科|    '

産科ゃ婦人科

内科、小児科

内科、小児科、外科、産婦人科

内科、小児科

外科、産婦人科

皮唐科、泌尿器科、内科、外科

内科、小児科

内科、小児科

耳鼻咽喉科、小児科

限科

産科、婦人科、内科

】ヒ 7、 フ雪 3

向   陽

北 6、西 1

南 7、東 1

南 5、西 2

南 2、西 1

南 . 5、西 3

南 2、東 2

南 5、東 2

南 2、東 2

北 6、西 1

新   町

南 6、西 1

卯 原  内

Jし      汐柔

南 6、京 6

新   町

南 6、東 6

90

140

26

lb

5

1 2

8

1 8

19

、、   5

6

6

齢
謝
談

保
看
看

健康保険組合
卯 原 内診 療 所

保険組合
営 北 浜 診 療 所

蜘  田   医  院

野 田 限 科 診 療 所

山  内   医  院

い)医 療関係従事者

禾1 28

禾1 29

禾, 30

121環 境 街 生 施 設

丹」

和 2 8年

和 29  年

和 3 0年

各年12月末日現在

医 師
1歯
科医師
|

年

年

年

場 1理 容 所 美 客 所 火 葬 場

各施設ともに当所
で営業許可をした
ものスは現在許可
申請中のものであ
る

"‐ 67 -_



181 法定鮮染病及び屈出隠染病発生死亡状況 各 年 中

備考 届 出伝染病のうち肺炎については昭和29年 6月から届出伝染病から除外され従つて医師からの届出の必

要がなくなつたので本表では昭和29年 5月末現在の発生数 (死亡数)を 計上した

141主 要 死 因 別 死′亡           各 年 中

死因別

竿次別

昭和28年

昭和29年

昭和30年

昭 和 2 8  年

昭 和 2 9  年

昭 和  3 0  年

三
指
陽

胃
及
び

殺

セネ

フ

ロ

ー

慮

の故

臓

の自

生

性物

の
血
枢
神
経

炎には新生
肺炎を含む

6)主 要死四別免乳死亡 各 年  中

‖
―

　

一　
　
一

―

　　「

G)結    核

“)累 計結核死亡率の比較 各 年  中 (人口万対)

1昭
和 2 5年 昭 和 2 6年

十
昭 和 2 7年

十
昭 和 2 8年

十
断葱和 2 9年 昭 和 3 0年

十

・
２
　

・
８

の

・
５

国

道
　
市

海
　
走

期
ら2,21

1 1 . 1

1 5 .

( 9 0

( う 内は美数を示す

22.4

", 68 -‐



戸
, |

r ・` i

各 年  中い)息 者発生及び死亡者数

区  分

呼 吸 器 系暑|

昭

一
発

生
上

‐８
『
２３
一９
２
Ｈ
一２７
‐２
３９

男

女

計

他

年十一亡‐「
‐
糾
一４‐引
ｑ
『
‐６‐
３５‐

男

女

計

各 年 中ψ〕 年 令 別 区 分 年 次 別

竹)性 病 思 者 届 出 数

区 分 |
1昭 和 2 3 和 29年 1昭 和 3 0年 十備

≡照

組

出

租

相

＝

■

「
　

　

１

１Ｈ

‐
ＩＢ

＝

距

電

引

■

世

嶋

Ｈ

蹴

岨

佃

＝

付

相

悦

＝

―

ド
‐Ｉ‐
＝

■
ド
‐ｔ

３０１３９　一脇ド」‐０５，中‐８５

発
生
一
５

よ
、
８

‐
‐
オ
ロ一‐名
５‐７

一発
告
一
６
　
‐０

８

モ

〓

一　

一
　

一
　

１

５

１

９

一慨

―亡
発
生

十

一―死
亡

発
生

年

年

年

和

和

和

昭

昭

昭

年十昭
6

5

11

5

2

7

男

女

計

8

1 5

23

75

30

105

6

17

23

3

1

4

男

女

計

一
男

女

計

一
男

女

計

病

■
１
「
「

一
‐
対
「
コ

歓 性 下 府

1 3

63

76

ロー 69 _



(8) 清 掃 事 業

“)清 掃区i城内戸数及び人口

年  度

区  分

一戸

人

放

1引

3.192

20 504

4.265

22.174

4.749

23.130

(口)騨 :芥 処 理 状 況 各 4F 中

種  別 廃    洲 t

染孫☆聖|(特ザ|ケ)

1天中太万i

年  度

け
叫
　
　
〃
　
　
〃

和i  28

29

30 :|::;|
8どf

野J
8881
|

6 1 2 1

卜00J
2.4701

１

，

ケ

ウリ 尿処 理 状 況 名・ イlt「11

才母i 丹叫

年度
糾R 北   処 理れ

一

肝1 和 1 28

//      29

//      30 ‖
礼 2〕

|
29.526  1

叩 御 |

8.189

9.227

1 0 . 6 1 3

l―l従 ! !下員 及 び 施 設

．務 技

,R

術
作 業 7ッ ク

1中十
一岡町

　
〃
　
　
″

不11  28

29

30

3

3

3

2

2

3

9

9

9

2

2 ”

ｂ

，
0民 生 委 員

中
に分
総軌|

1昭 汗R 28 41:1     68

〃      29  互 モ 1        68

〃  3 0イ 十モ1   6 8

(■))生 活保護法による保護状況

佐

向収

切

9

10

1 0

峰 文 打

人 虫 放

155

406

38

各年3月末現在

府 "||
」L
ンF千
11t
llサ」

券1傍 1雰
非
祭

〃

生
米
　
〃
一ぽ年 度

一　

一　

一

千

　

１

昭
　
２８

世帯放
1  2. 2 5 4   1・ 470  1 . 4 2 8   1 . 5 1 9

人 炉孔1  8 . 7 3 8   3 . 3 6 6   5 . 9 8 1    1 . 9 7 5

ィぉ 灯 1 12 . 4 0 9 . 8 7 0   9 6 5 , 6 4 0   3 8 6 . 1 9 1 1 0 . 1 7 8 . 8 7 0

1 4 1       6      6 . 6 9 1

14         6       20,080

44.100    16.500  24,001.071

t

―- 70 __



限
癖
錬
世待数

人 員
30年
金 額 l

誰 昭和30年分に限り概数

(11)駐 会 扇 証 施 設

称|
財団法人 網 走慈恵院

網 走 市 立 保 育 所

(12)公 営住宅建設状況

年度による種丹U

昭和22年度公
営住宅

ク2 3

″24

ク2 5

//25

夕26 甲 型

1構

木 一 種

諾鞘
2.0201

2・547

ゆ生封

業

一
護

育

事

一
保

■ヽ

釈

保

要

放 者

所

字  大

学  新

夕26 乙 型

ク27

ク2 7 ( プロック

ク28   ミ

〃29   //

ク29   ク

ク30   ク

種

種

逸連

ク

ク

ク

ク

港

造

ク

耐

ク

木

木

居丁年表1所在地

1 2 1大 山

//

ク

台 町

駒 場

1 1 1台 町

一 種

二 種

一 種

三 種

(13)努 働 会 舘 利 用 舛R況

14)

―引―引―引―「２
‐２
‐７６８‐

51

7.5081
91

91

14.580

8.

27.61

28.326.392

考備在

一
山

町

1 9 .

35.

38.458,3

川向 9 大 出 9 台 町 2

駒場12 呼 人2 豊 栄2 音 根内1藻 琴2

各 年 1 2月 末

蜂 度

区 分

1禁
会 教
房 1労
働 団 体

1官
公 衛1事業由体|そ

の 他| 計

‐４０
６‐
′
１２２
４８≫

‐３５
め

５３
つ

６７
９少

８３
め

昭 和 2 8年

2 9  年

3 0年

詮 ( )内 は使用延日数

- 7 1 -

32

(361

35

(460

6 J２

２７

　

２

２２

　

３

３２

〔70

41

(496



年 度
区 分

十
一号会議室 十

三号会議室 |三 号会議室 1基
号
鎮
堪
撃 十
五号集会場 |

]
て14)失 業封策事業年度別実績 各年 3月末

年 度
穐頭羽ll 割 当 天

~員

1振

~取 ~人

員 1吸 収 率
1星
庫 補

懃 1事
業 費

昭 和 2 8  年

//     29 年

ク     30 年

98.脅   4.麟 1    8.翔





交    通

“)国 鉄乗降、手荷物、小荷物発着状況

乗
=人 員

1降
革 人 員

1発
送 手 小

l「l国 鉄 貨 物 発 着 状 況

行小口
1小
 日 屯 扱 1車 扱 行小日1小

6. 35. 4.71

5,656.1 40.75

2. 49. 6.371

3.92

網 走 駅 調

到
~着

手／Ｊ、‐羽
鍋
５７．３９３‐期
賜
‐‐‥―…‥‥‥‐

中 継 手 小

37.054

59,1

64.

84.

107.4

115.

164.1

178.

218.031

187.

202.1

車

数

発

送

送 着

屯 車 扱 1  計

61. 69.

92.1

97.1

96.697

移
爾
旧
陶
問

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

3.

3.91

2.631

2 .

2 .

ψ料 パ ス 旅 客 輸 送 状 況

―

”

３４

４６

５８

９‐

９０

８９

７７

７６

62.54

95.11

94.15

94.24

80.

79.771

7.

7.181

6.86

91.85

107.27

102.54

100.41

99.

94.5

110.2

「劉
ョ
‐
「
一‐
「
■
川
料
州
川

日‐
一剃

５７４
‐
刺

。３７‐
「
叫
掛
鳳
判

‐

「
引
判

一
‐
‐
「
叫

９５‐
射
‐

108. 113.421

109,77 .

6 .

6 .

1 1 4 .

107.

105.

一日平均乗客数

昭 和 2 9年

夕    30 //

0通

“)郵

通 郵 便 局
|

信

便  施

両

　

両

‐８
延

１８
延

昭和31年3月末日現在

1 4 1

_ 73 =ち

計十郵便ポスト



l「l郵 便 物 取 扱 件 数

131電    話

“)電 話加入者数及び一日平坪通話数

―
― ―

理1聖隆

第一種
1第
二種
1第

7551 72

1加 入 者 数 十
市 内 通 話 数

1市
外 通 話 数

十
摘

信
信
発
着

ク
ク

2501
|
2 1 9 1

41

叫

各年3月末現在

各年3月末 日現在

l「l年 次 別 電 報 取 扱 件 数

( 4 1諸 車

計十

6)自 韓 車.荷 車

２０

２４

３２

４８

６５

８３

９８

‐２

５０

８ ‐

９ ‐

１８

字

昭

十ゝ
熔
碑
２６
２７
２８
２９
３０

一日
由
‥

一

６

　

９

　

Ｈ

1 .

2 .

2.1

2.07

2.

‐罫

‥‥
―

―
劇
「
Ｈ
側
「
Ｈ
倒
引

（
―
ム
Ｉ
Ｈ
■
１

‐
１
１１
１

・３‐
・４０
。４３
・４‐
・３７
・３４

引
釧
納
刺

４４９‐

・２６８
‐
瑠
樹
劇

・２０９
‐

一十

一‐

一‐１
「
刊

2.268
|

2.3701

3.0391

3.524
|

4.8921

5,0381

年

年

年

年

年

年 1.98

註 免 税分を含まない





昭和31年3月末現在

他  1 合

粁
1 2 . 5

39。3

1 5 . 5

347.222

414。572

数梁 昭和31年 3月末現在

各年4月～3月

ヨンクリー ト

川
刊

ｏ
ｌ
判
引

「
村
「
封
■

一
橋

　

一
　

　

　

　

　

　

　

１

　

１

木  造

国 道 1級

2級

道 道

市 道

計

1

i181建 築 屈 出 件 数

基上分 1新

昭和291  30

増

一
２９

専 用 住 宅

宿     舎

店 舗 併 用 住宅

店     舗

工 場 兼 住 宅

工     場

車     庫

公 営 住 宅

事  務   所

休 憩 及 集 会所

納  骨   堂

公 衆  浴 場

郵 便  局 舎

共 同  住 宅

10

1

交      番

校

保  健   所

庫 併 用 住 宅

戯  場

築

1   30

築

一
ｏ

一

３生引
用 途 変 更

29   1   30

庫

舘

倉

旅
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博 物 舘 資 料 室

住宅兼 料 飲食店

住 宅 兼 蒼 庫

事 務 所 兼 倉 庫

幼   稚   同

更 衣 室 (浴場)

変  電   所

家 畜 診 寮 所

コンクリー ト試験

診  療   所

飲   食   店

映画舘及公衆浴場

石 油  給 7山所

石 油 時 蔵 庫

事 務 所 兼 住 宅

言十

2.計 画給水量

給水人口

一人一日平均給水量

一日平均給水最

一日最大給衣量

3.販 水施設

販 水  料

26.500人

200立

2:|:‖
十lt十1:::号|;::器%:;y

221

道0  上 水

1、 上水道新設の経過

本市の上水道は、過去二十年間に数回企画され、何れも実現を見るに委らなかつたが。昭和二十二年の市制施行

来、市勢の急激な発展と人口増加のため、再び上水道設置の必要性が認識され、昭和三十六年十二用十二日総工

事費二億五千万円、三ケ年討画による上水道新設工事の認可を受け、昭和ェ十七年度より工事に着手したのであ

ります。その後技術的経営,との理由と経済上の理由により三回に互 り設計変更の止むなきに至り、事業期間も三

年より七年に延期されたのでありますが、全市挙ゲて本 l_事の完成に意をといだ結果、驚異7N」な進けを遂げ三十

粁に及ぶ送水管工事をわずか三ケ年で完成し、昭和三十九年十一月二十一日には市街地域の=者1に通水を開始す

ることができ、昭和三十年度には計画給水区域の七宇:」に通水を実施し、全工事の八〇%を 完了し、昭和十三二年

度竣功を目ざし着々と工事の完成に努めている。

2.上 水道新設工事計画の内容

1.概 要 藻 琴川の支流ンンプイモマト川の水源をなす湧水日 (天藻琴村字末広)に 取水場を設けこれより三五〇

耗の銅昔を以つて網走市字天都山に築造する配水池に自然流下で送水し、ここで塩素滅菌、計量の後二

条の配水管を以つて市衛地区にFl然流下せしめて各戸に給水するものである。

湧水口にヨンクリl卜で築港する。

取水桝の大きさは次の通り

縦三米、横三米、高さ三米

―- 76 ……



取 水 堰 堤

高さ三米、長さ一①米

4.送 水 管  1頑 水場より配水他まで延長二九.四 三七米、内経三五①粍銅管を使用する。

上 水 道 新 設 工 事 予 算 額

― h__容
1端目 ｀ ― 、、 (昭和26.12.12認可)

販 水 場 費

導 送 水 費

浄 水 場 費

配 水 池 費

ポ ン プ 場 費

配 水 管 費

事  務  費

施  設  費

補  償  費

予  備  費

言|

2.313.000

81.400.000

32.381.000

14.465.000

4.300.000

101.000,000

4.176.000

1.600,000

1.500.000

6。865.000

250.000.000

700,000

197.000.000

16。300.000

66。500.000

5.000.000

5.000.000

5.000,000

1.500.000

297.000.000

224.400.000

20。300,000

99.000.000

5.000,000

〔5.000.000

5,000,000

1.ti00.000

361.000.000

給 水 普 及 容 各年3月末現在

一　
水

人

給

一　
当

率

一日
％

及

一研

並
Ｈ
一世

給水世待及び人口

待十人

昭 和 29 年

″  30 年 剤 !|;十:| 寛‖
利
4 0 . 3

数炉水給 各年3月末現在

1雑1鶉閤敦漏耀1
IJ封

含
ま
す
）

（消
火
栓

船
舶
給
水
栓

栓

一
浴
場
用

一―一

用

一
工
場
用

昭 和 2 9年

〃     30  と千
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消



構

1消

防

1 消 団 | 1 消

1  消
防 団 本 部

消

防 総務課―一‐―‐的枠
課‐一‐‐‐時的

―
―
技
術

―
―
第

一一
分

団

―
―
第

一一
分

団

―
―
第

〓

分

団

―
―
第

四

分

団

―

・第

五

分

団

―
―
第

一ハ
分

団

轟 藻 呼 北 卯 市

原

浦 琴 人 浜 内 街

121職員及び田員 _

“)職 員階級別人員表 (昭和30年1月1日現在)

級  別
1消
防 長
1消
防司令長

1消
防司令
1消
防司
制
消防士長

1消
防 主

現 員 数 + 1 1 1  1 1  3 1  9 1  あ

|

lP)団 員階級丹U人員表

ψ〕 団員人員配置表

団    別

員   数 十

監
察
　
人
事

厚
生

文
書

統
計

並
日
一え

調
査

別 団 長
1副
団長
1細
長
十
分団長

1部
長 班 長

1押
防員
1事

l1 1



181 機械水利及通信警報施設の状況

“)機    械

室夢茄 R`迎 、十ヮぎ
埜
顧牛石
翌
義戸1貯
水槽 1書 震藩 1河

叫

14j火 災 概 況

逢稀
― こヽ、型」

川
|そ
の 他
|

２８

　

一
　

２

　

一

　

一

　

一

‐７

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一

　

一

内

内

浜

人

琴

浦

原

市

卯

北

呼

藻

鱒

1.540M

50M

50M

20M

l「)水 利 施 設

″り 通 信 警 報 施 設

数

騒

数

数

数

額

者

帯
　
　
堂
田

件

事

採

世

坪

損

傷

災

　

失

災

失

災

火

火
Ｐ焼

羅

焼

火

死

24?十

10件

23棟

34世帯

496坪

19.097.400円

傷者   4人

20件

12件

29棟

13世帯

4 1 7 . 5坪

10。987.655F可

死者 l名 傷 者 2名
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Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

１

１

１

１

Ｂ

日

日

巴

Ｉ

Ｆ

ロ

ー

は

１

，

「
村
１
１
１
１
コ

「
刊
８

４‐
ｌ
刊
】
ヨ
ー
ー
劃

ユ日平均 発 生 件 数

1日 平、均焼 失 棟 数

1日 平 均 焼 失 坪 数

1日 平 均 火災損害額

1回 平 均 焼 失 棟 数

1回 平 均 焼 失 坪 数

1回 平 均 火災損害額

市民1人当 り火災損害額

6)昭 和29年度火災状況

“)火 災 損 害 月 別 調

0.07件

0.06杓燕

1.36坪

52.047円

1.4棟

20。66お平

895.725F可

424F153金完

0.05坪

0.08棟

1.14坪

30.103円

1.45棟

20.875坪

549.382円

25 5円71銭

数
数坪

平
均

築
平日

建
１

6.401.043お子
17.539坪

損  害  見

7.109.691坪
19.478坪

12.359.

16.938.

16.942.

16・954.

17.308.

17.884.

18.668.

19.097.

8 . 5 4 1 .

430・

1.040.

3.460.

846.

103.

167.

4.

75.

4.420.

鋼ン
謝釧軍

火
　
事
　
騒

物

1内

容 物

i l _ | _ | _ | _ | …

6.865.700

10.0001

300.000

3.444.400

2.173.500

8.791.000

320。003

5。916.200

1.427.500

576.500

59.60D

414.20Э

77.00D

5 1 4 1 _ 1 2 1 1

6121… |―|…

71_|… |…1111

81_l… IHl

f日1禍i
払1制料

焼

坪

・
　

一
　

二

　

↑
　

・
　

↓
　

　

　

一
　

・

・
　

二

火
事
騒

翻
翻
翻
翻
州
州

耐
判
‐１「
―
一‐―
引
―
一―１
２
‐
Ｈ
‐
一‐‐
＝
‐
２
‐
１１
「

・
―
‐
２
‐

‐
５

‐

一
‐

‐

一 ‐

一
‐

‐

一
‐

Ｈ

Ｈ

ｌ

一

‐

‐

一
‐

‐

引

一

‐

‐

一
‐
―

「

＝
「

・
１
１
１１
１
「
―
「
４‐
引
２‐
‐
一‐‐
「
１‐
‐

一，１
２

‐
１
１１

277.

1 6 .

370.

274.

(口)原 因 別 火 災 状 況

it｀
｀``
十1i!i十｀````!tiiii、、、、、|||!|、、、、、|_li!!!!!iil!!!!!1!!!!!!!!liiT"~||~‐
~i:liii~~中‐
|
:|

粋

2件

棟

嫌

5坪

5円

2名

も

つ
火
プ
室

人

火
火
機

草

明

の農引卜．燥　　　動

煙

え

油

ス

乾

放

飛

花

発

薬

不

201

27.5

51.5

133

28

1 7

20

_81_



1 / S認 知 別 比 較 表

1回当 り

損 害 額

1回 当 り

焼失坪数
丞 分

火 災 専用電話

望     楼

加 入 電 話

後 刻 認 知

か け つ け

計

煙草の吸がら

え ん と つ

油  引  火

ス 1 -プ

乾  燥  室

市 街  地

卯原内 分 国

北 浜 分 園

呼 人 分 国

藻 琴 分 国

鱒 浦 分 団

討

火 災 1小 火 1計

火事騒 1 焼 失坪数 1損  害  数

1官1岩

００

６６

００

５０

０〇

一

〇〇

〇０

∞

００

００

００

４４

・
５

一

５４

・
５

％

５

　

一
　

１
　
４

　

一
　

‐０

８
十

一
‐

対

刊

「

引

川

封
‐
「
「

一
‐

一
‐
＝
引
引
ョ
十
一‐
「
引

５‐
‐

＝

引

―

一
十

一
十

一
‐

ヨ

　
一十

一‐
「
「
引
引

１１
＝
‐

一

　

一
　

一
　

１

　

９

一
‐
封

一
‐
「

一‐
「
叫

一
‐

一
‐
十
一十
一‐
Ｔ‐
叫

一
‐

一
十

一
十

一
十

一
十

一
十

一．

‐

「

「

「

「

「

引

一
‐

一
十

一
十

一
十

一
十

一

‐

「

「

刊

刊

ＴＩ

＝

＝

―

―

一　

　

　

　

一　
一

十

一
１
‐

淵

判

「

一

‐

‐

１‐

‐

‐―

―

“一
‐

‐

３３‐

‐

２０

２

１

１

２

一

２６

‐９

１

１

１

２

一

２４

・^‐川

一
‐
‐
「
引

１１
１
ＴＩ
判

９

１

１

１

１

一

１３

火

火

火

機動

放

飛

花

晩

草

明

薬

不

損
害
額

世
帯
数

17.204.

355.

167.

620.

751.

4五十

付 月 別 火 災 原 因 調

一

中

】

中

　

白

．

．

“

中

一

的 分 団 別 火 災 統 計
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額

一　

　

　

還

‐

２８７

‐４

３８８

‐９‐

８７７

一　

十　

一

内
容
物

嗣
Ｈ

‐
―
‐
―

出

ゴ

一

‐

且

ゴ

一

‐

ゴ二
十

　

一

Ｌ‐

ョ
‐
‐

引

「

「

「

川
瑚
‐
‐
「
‐
一‐‐
ョ
「
（‐４
‐
一‐日
‐．‐‐‐‐
‐‐
日
田
‐‐
‐ｉ‐

中Ｖ
Ａ
陛
計
１
２
３
４
５
６
７
８
９
‐Ｏ
Ｈ
‐‐２

16)昭和80年度火災状況

“)火 災 損 害 月 別 調

(口)原 因 別 火 災 状 況

名131最
V

66.033

63.000

3.000

易 |

「
刊

―
―

＝

＝
＝

劃

ili::|:]10.987.655

408.030

2.600.133

217:500

10.937.655

408.00ご

3.226.

3.529.

3.529.

5 . 9 1 8 .

9.109.

10.986.855

10,987.

iモ
テ十五督11魯    逸

棟
「亀‖暑1損
十

がつ過熱|IJJll堪 ‖lJ督
訂軽|]‖JII州]141

一十  一 十 一 | ― 1  11 -質油みFん?IJ |

評F畳IJJ I沖J JJJIJ_ |  _ l   i

l   l

:T告||ヨ 引IJ釧 |ヨ二|:f封||こ

4t400

チ.000

7.000

0,000

-33 -



内 認 知 別 比 較 表

11員 |ギ 客東

lil1 4 407あず 6切ゆ
―
|

_ 〕 _1 1増籾生耐 1押】
|    ,   |     |

| 1  2〕  1 2  4 1 7 . 5 1 1 0 . 9 3 7 . 6 5 5 |
|

火
事
騒

院 坪

サPl  数

1日 当 り

損 半  額

1日 当 り

廃 損 坪 教

望    楼

火災専用電話

加 入 電 話

か け  つ  け

事 後 聞 知

予|

．
５．８
Ｗ
３．７
‐，５

一
一

0 月 丹|1火災原因調

肺どヽ卜坐」〒|〒1言

i HP市Jこここ
工 業 用 炉 |  ′―  ―  ―

石 油 こ ん ろ

ナこ   tゴ   こ

P I

ろ う  で  ん

こ  ん   ろ

ご  ス  燃

火

内 燃 機 関

!lll

2    2   _

灯

放

的 分 圏 別 火 災 統 計

J負

舛瞑

坪
　
放

世
村
炊

169,0

145.5

21,0

82.0

4 1 7 . 5

７

　

６

　

１
　
　
一
　

１

　

一
　

‐５

路

　

‐０

　

２

　

・
　

１

　

・
　

２９

―- 84 -―



ン|
昭 和 30年

卜火1計

日１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

‐２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

‐９

２０

２‐

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３‐

計

2    4  1日

_|  _1  2

11:

‖!授
2   3 15

-1   1  16

ぷ年一
ユ
引

17)最 近 2ヶ 年日別時間別火災度数
１
１
１
１
１
１
１
封
Ｈ
叫
引
１
封
１

一
ｌ
Ｈ

憲＼1/1・tt1/A火1計 隅 ＼1火災胸
ヽ火1計

刊
樹
判
淵
叫
封



l

(8)最近5,ヶ年火災比較表

＼

昭 和 2 6  年

27

28

29

33

死  傷  者

死 者 1傷 者

4:十
    五十    i:|

16。332.500

7.814.800

27.679,000

善  額

19,097.400

10。987.655

(9 最 近 5ヶ 年月月J焼失野敬及び火災件数

＼
制
＼

瑠解繁円
”
　

”

.75  41.5

41     51
1     ,

数

教

坪

件

ヽ
　
　
　
（夕を

”
　

　

”

い
　
　
ゃ

ゴ
引
「
対
４
１

数

数

坪

件

数

t数
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誌市 塁播需2:得1発と18)

1場 摘        要

1 9

20

2 1

22

23

25

26

27

28

29

30

2

8

新年交会

市吏員新年変礼会

市役所御用始

市内除雪対策打合会

漁業センサス打合会

地下資源開発特別委員会

部課長会議

厚生委員会

港湾審議会

斜網地区酪農建設期成役員会

鉄道整備特別委員会

総務委員会

農業技術連絡会議

鉄道用地特別委員会

成人の日

市職員成人祝賀会

道路課岩瀬審査係長来市

港麗審議会
都市計画協会事務打合のため道都市計画採結城圭
事来市
厚生委員協議会

冬期農業大学講座 白 19日至22日

道道路課岩泉工事係長来市

教育委員会

支庁管内漁業脇同組合長会議

肉料理講習会

保健婦研修会

市議会

市史編纂委員会

全北見土木技術研究会役員会

管内青少年メロジエクト発表会

斜網郡集約酪農建設期或会

農業研究討論会

海区漁業調整委員会

農業委員会

農業技術連絡会

常任委員長会議

能取観光協会創立総会

農政委員会

遺族会長会議

開拓農協理事会

漁業転換五テ年計画打合会議

冬の馬市

商工会議所

会議室

開発建設部
消防本部
宿直室

市長室

労働会舘

全  上

会議室

企

市長室

市長室

会議室

北映刻場

会議室

会議室

市長室

労働会舘

労働会館

支  庁

商工会議所

労働会館

会議室

全

支庁クラプ

商工会議所

会議室

商工会議所

会議室

全

全

労働会舘

能 販

会議室

三好氏宅

労働会館

支 庁

藻 琴

市内有志

助役訓示

浦士別中園間道路改良工事
事携検定

担当課長出席

川上主事出席

=浦 主事出席

部長辞長出荷
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25

26

27

農半団14N長連絡会議

港圏土木委員と末

人工授埼所運営委員会

道位案指導課「中テ彩技H再来市

市榊1施行七周年記会式

海 L保安庁水路部長第一管区本部長来市

漁業転換五ケ年計画策打合

農政委員脇議会

嘉多山地区交換分合終了祝賀会

商工水産委員財ち議会

第一方面民生委員脇議会

熔浦漁込視察のため道谷口港画課長来市

第二方面民生委員助議会

網走港湾4菫備期成会

道都市計岡i認総務班長新野主事和国圭事来市

教育委員会

開発庁官房長来市

道道路課長補佐山川抜官来市

道拓F市計画用途地域係柴田技師来市

斜網地|て酷撲建設瑚成会

総務委員会

典村電化普及識習会

集約酷伴第=回 役員会

道建築部長谷市雅氏橋 4、主中来市

ライオン油脂川口技術課長来市

教育女化委員会

道建築部f主宅課三木抜師来市

商工振興課橋本主可「来市

市議会 (港湾条例決定)

農米委員会

老
「
を緬羊処理加工識習会

語陥農民大会

道路線変更1足准町成会発連ノ＼会

音快内サ山方共励会

網走道立公園れf掩会IT合公

三ツギ1森林愛護紐合総会

昭場設置l,ど聞会

農民岡盟総会

道建築精導課L方災係長漸技師升村主事来市

通建築常導謀“i藤技師来市

海区漁業調整委員会

生産,口当連絡会議

道環境衛生課水谷技師来市

明治森林組合総会

道立林業指導lif研究i早長佐藤氏来市

通工務課勝水抜師来市
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北 浜

会議室

ヨ子印乳:米クラブ

会議室

llll役室

助役士

会蔽益

助役生

労働会品1

労働会館

商工会議所

労働会館

会議室

部長室

商工会議所

会議室

会議室

会議室

全

卯原内種馬所

商工会議T庁

会談益

音根内

仕藤氏宅

西 校

商工会議所

商工会議萌

子llナ受財る格凧

長党Ⅲ皆勤精勤表彰

昭和29年度都市討画事業打
合のため

日米協定による美岬道路橋
梁現)也調査

処築及び住宅手情視察のため

昭和28年度公営住宅検定の
すこめ

商五米亨〔ほ調査打合のため

幕多山中央道路

火葬場視察

西沢モ事出席

工業技術研究発表会事務打
合のため



厚生委員会

澱り工業研究発表会

網走観光協会役員会

畜産講習会

豊姪「生活改善部落総会

農業団体長会議

網走駅整備打合会

総務委員会

部課長会議

向陽高校卒業式

畜産業務担当者連絡協議会

斜網地区集約酪農期成会事務担当者会議

生活保護法事務監査

教育文化都市計画連合委員会

向陽森林組合総会

道道路課山本主事来庁

教育文化委員会

地下資源開発特別委員会

鉄道施設特別委員会

教員養成所終了式

道衛生部木村抜師来市

食品衛生脇議会支部発会式

道商務観光課橋本係長来市

部課長会議

開発局港湾計画課下林事務官来市

公共用歩廊建設基準打合会

大漁祈願祭

市議会

南網走地区共励会

道池田係長外一名来市

第二方面民生委員|れ議会

市議会

第三方面民生委員協議会

厚生委員会

中央農場地区共励会

市議会

道土木部道路課野田主事外一名来市

第四方面民生委員協議会

Fb~議会 2F日 27日29日30日31日

第五方面民生委員協議会

道建築指導採小島技師来市

第一方面民生委員協議会

適 11納弓歳出課ス米国営内両主事来市

家畜入工授精所運営委員会

北見財務部友成課長来市
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助役室

商工会議所

全

汐 見

市長室

助役室

ま水道課長宅

市農坊組

助役室

助役埜

助役室

助特
1室

全

商工会議所

馨水道課長住宅

会議垂

網走神社

会議在

労働会舘

会議室

北浜東野氏宅

助夕室

卯原内大橋氏宅|

藻琴山崎氏宅

労働会舘

郵 擦 賜

|

北兄財務局員二来庁

西沢主事出席
昭和23年度道路整備促進ワみ
会負担金の件

団体負担金の件につき

上屋地築申請について

西沢主中出晴
道産品愛用運動促進打合せ
のため

西沢i事 出席

藻琴11・岡間道路攻良工事監
益のため

救農工事打合のため
西沢キ島両主事出席

中共デ1場を含宅監査のため

高木係長出席

道路敷地変換について
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31

1

2

3

5

6

８

９

‐０

‐３

‐５

‐６

1 7

1 8

22

23

23

24

２７

２８

３０

　

１

札幌郵政局長来市

市議会

衛生年度計画打合会

市議会予算審議特男U委員会設置

種淑及維穀補功事務打合会

市議会予算審議特別委員会

農業奨励会 (五日六日両日)

失業対策事業打合

総務委員会

共励会及品評会褒賞技与式

森林愛護組合総会

道建築部住宅課山形技師来市

道村上係長来市

魚霊祭

農業委員会

家畜衛衛生事務打合会

帆立操業審議委員会

斜網地区町村長プロツク会議

家畜人工授精所技術電営協議会

支庁管内農産物各種共励会褒賞式

家畜任生米統子J合会

北洋博脇賛会第一回委員会

練合開発期成会

開拓農協総会

嘉多山地力増進共励会

Jヒ洋出漁独航舵海豊丸出港

開拓営農共励会 (支庁主催)

北洋出漁独航船第十三睦丸出港

農業改良普及事業協議会

道土木部、道路課佐々木技師来市

総務、上水道特別委員連合協議会

馬市開設プロツク協議会

29年度帆立桁網消栄審議会

道路愛護組合評議委員会

鉄道款地整備特別委員会

市議会

市議会

網走家畜衛生所運営協力会設立総会

総務農政連合委員会

部課長会議

網走港湧整備期成会懇談

支庁督内貸付十組合連合会役員会

埋立地処分協議会

鮭播稚魚放流式参加

網走道立公園1協議会館脇博士臨席
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会議室

当直室

支 庁

商工会議所

会議室

市長室

商工会議所

全

漁妨組

会議室

支 庁

漁1/■組

会議室

駒 議

中央校

会議重

助役室

支庁クラプ

商工会議所

嘉多山

商工会議所

会議宅

会議室

市農脇組

漁筋組

商工会議所

会議室

支 庁

会議室

窪水道課長宅

支 庁

助役室

無事配局設置につき陳情

西沢圭事出席

市長出席

道営アパート敷地現地視察

浅海増殖関係事務監査のため

市長出席

高木課長出席

井上圭事出席

西沢、紫、鈴木圭事出席

紫技師出席

助役課長見送

助役見送

助役、高木課長出席

高木課長出席

助役出席



6

7

8

1 0

1 2

1 3

1 5

15

17

1 8

20

21

22

24

25

26

26

27

28

29

31

8

9

10

11

12

支庁管内貸付牛組合連合会総会

市役所分掌異動発令

公魚稚魚放流式

藻琴小学校増築工事地鎮祭

単位置族会長会議

果樹病書防除講習会

貸付牛組合総会

水茎庁漁政課来市

管内戸籍事務打合会

天都山通電式

松田代議士来市

居畜場改築工事地鎮祭

港湾土木委員会

農業委員会

衆議院水産常任委員一行来市

農業技術員連絡会議

生活改善協議会

水牧副知事来市

道道路課小川技師来市

測候所改築落成式

総務、厚生連合委員会

道土地改良課伊藤章事来市

第一第二全国民生委員協議会

市議会

厚生委員会

市議会

天皇御巡幸打合会議

失業対策事業打合会

道開発庁地政課長酒井信男氏外一名来市

第一中学校屋内運働場其他増築工事地鎮祭

糞尿沼竣功式

網走港湾整備基本計画打合会

第二中学校屋内運動場其の他増築工事地鎮祭

最寄民塚柵囲新設落成式

藻琴小学校増築I事 上棟式

水産庁中里協同組合課長来市

災善融資償還状態調査

厚生委員会

港湾土木委員協議会

知床半島開発調査会議

桂ケ岡神社祭

道開発計画調査団関係者一行来市

運輸省月邸抜管―行市来

道振興課高沢圭事能率指導所丹羽嘱託来市

天皇御巡幸打合会議
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支 庁

三好氏宅

呼人小学校

会議室

工営部長室

会議室

労働会舘

会議室

商工会議所

助役室

労働会舘

会議室

企

企

企

総務部長室

労働会館

助役室

支 庁

会議室

助役、高木課長出席

助役出席

被告調本のため

網走港修築工事其他取【情

被善調査のため

被著状況報告

供益編甕閣霜穏路
工事進捗

昭和30年度農道調査のため

網走市管内視察

港湾改良工事プリストマン
機に関する打合会
味哨醤油業界診断



14

15

1 6

1 8

７

８

‐０

‐３

‐４

1 5

1 6

1 7

17

網走健康保険創立記念行事

西網走家畜辞1評会

丸万小学校教員住宅新築工事地鎮祭

市営屠畜場改築工事上棟式

道工営部山形技師来市

団体支部結成会議

港湾士木委員現地調革

総務農政連合委員会

農村電化促進協議会常任委員会

建設省平山技官一行来市

物場上家上棟式

能収原生花園井戸ポーリンク
S

地裁調停協会定期総会

行幸啓道謡打合会

道水試河合技師来市

蛤浦港漁港埋立地調査のため道水産部笹梁主事来市

建設省貝島地方道路課長来市、管内視察

商工水産委員会

中央地区練合家畜品評会

農業改良普及事業推進委員会

失業対策事業事務監ム:

おすいたち補護禁止公聴会

第四回農耕馬愛理品評会

港湾審議会

国立公同脇会理事長田村岡1氏及舘脇博士来市

市議会 (臨時)

農業技術連絡会議

三才馬市開設打合会

市警廃庁式

網走港湾整備期成会役員会

御巡幸打合せ会

行幸啓打合せ会

天皇御巡幸道路視察団一行来市

道、道路課高橋主事来市

農林漁業融資会計検査員一行来市

建設省都市計画課須田建設事務官一行五名来市

厚生委員会

総務、原生連生連合委員会

道住宅課石原業務係長来市

港湾審議会

網走市港湾整備期成会役員会

会計検査員酒井副長外六名来市

昆布操業協議会

,総務委員会

道建築部工営課長沼圭事来市

商工会議所

卯原内

会議ま

会議室

全

商工会議所

会議室

市会事務局

藻 琴

全

商工会議所

嘉多山

労働会館

会議室

労働会舘

共済組合

漁協組

総務部長室

市長室

市議会事務局

会議室

労働会舘

全

漁脇組

会議室  !
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精神病院長公宅計画につい

鬼塚技師出席

道営アパート設置敷地視察

藻琴川浦士前川改修工事調
査のため

水族舘の件につき

固定公園指定申請調査のた

日米脇定道路工事事務監杏

市内工事現場視察



28

1 9

29

30

2

8

4

5

7

1 0

1 2

1 3

1 4

1 7

1 9

1 9

21

23

24

28

30

31

1

2

8

9

港湾土木委員会

除雪対策打合

市議会 (臨時)

厚生尾崎課長来市

道工務課丹羽技師来市

行幸食品原材料供給業者打会

道開発港湾部渡辺次長来市

海上保安庁水路部図誌課沓名課長補来市

工業技術院地下資源調査所島田技師来市

農村電化促進協議会総会

建設省地理調査所古賀技官来市

天皇御巡幸奉迎準備会議

農業団体長定例連絡会議

天皇御巡幸奉迎打合会 (庁内)

建設指導課長安藤氏指導課員升村圭事来市

練合グランド野球場竣工式

衆議院運輸委員一行十二名現地調査のため来市

漁港審議会委員松平道会議員一行三名来市

道小川技師来市

道総務部公報審出雲主事来市

道東婦人協議大会 第 二回4日

湖畔休憩所落成式

昭和29年度農業練合指導実践乗蔵地研究打合会

全上研究会

戸籍事務協議会臨時総会

網走港修築災書工事情況視察

東部海区漁業調整委員選挙

天皇皇后両陛下奉迎

打F土博物舘、原生花園御視察、夜提灯行列

両陛下網走御発 午 前十時二十分

建設省光石事務官三好抜官来市

京  雨

運輸省黒田港湾局長外七名来市

網走神廿本祭

建設省地理調査所測量第一部古賀技官来市

農政委員会

夜花火大会

失業対策事業打合会

港祭競輪大会

米村郷土博物館長国際考古学会議出発壮行会

農業技術連絡協議会

総務委員会

水産庁林漁港課長来市

道議会農地開拓常任委員一行九名来市

部長受川按師来市

- 9 3 _

工営部長室

支 庁

会議室

会議室

西網走農協組

会議室

労働会舘

豊T「並市役所

法務局支局

会議室

総務部長室

商王会議所

会議室

会議室

水野主事出席

熔浦漁港視察
日米あ定による道竣工事検
定のため

運輸省港湾局建設課斎藤技
官外一名

都市計画事業現地竣工検査
のため

港圏視察 (20日)

網走市常呂境界の件

能頼現地調査
日米脇定関係道路改良工事
現地視察



1 1

1 3

1 4

17

彊言呂装科機ほ稀軽弔
発幌維酪獅誹舶

]

道部市計画勢|は!藤,'(長来市

1111‐rli併担世舞虫会

冷キ対策協議会

地下資源調伸巧i肢 段付来市

戦吹者慰筆|)〔勢:

1114こti融介庫現場指導打合会

i首lfi4とR雫久1丁i中 来市

開発キ|)小サ|li七設部長上戸i首路課長水市

桐走名↓ノ、会モ牌敗老会

開発塙j_L戸道路課長子下十度来市

|イ1衛隊音楽隊演茶会

道農務委員農業学|ドf調1ヽ

泌さ溜土木委員脇議会

港目整備期成会役員会

社設省石僑技付外三名来市

通議員建築商工委員一行来市

地下資源調 r 所ヽ金原陣士来市

謀琴小学校増築落成式

網走i 庁々管内戦後開折十年記含式典

b Tヽi111融資事務打合

共済組合計r価財ち議会

道、道路課TI瀬核師来市

総物商工水lf委員協1議会

総子ち委員会

馬鈴科耕作体制確立脇議会

市町村職員共済組合法説1明会

道、道路詠高橋壬子|「来市

農業委員会

肥料配合研究会

昭和三十九年公↑ヽ
'イ
i:年こ(台冊lⅢ7り場)|||!餌祭

中央小学校七十周41:記含式

「1山党視察団来市

農業糸R合長会議 (冷対)

道住宅課大戸口技師来市

全道市長会

開発関係産業構造協議会

海上保安官三四氏来市

企道市長会 (第二日)

原イ!:花園視察

北海道港湾都 IF連盟総会

道住宅課係長大場主事来市

道東地区監査委員協議会

農業団長定例連絡協議会

_ 94 -_

会議」ヽ

商工会議可

労働会舘

iE営音に長北

労働会館

労働会舘

会議■

企

/ . I

労働会館

当直■

共済組合

会議索

市農脇杵R

会献生

会議室

「卜央農協孫R

会議生

西網走

労働会館

市長室

商工会議所

会議室

藻 琴

γさ湾理立調査のため

脩浦松視察一級田道三十九
号線共他‖叶〔情

道議西川氏外三名共lL道庁
事務員随行

昭和272841i度公去事業竣功
検イ!ざ

鈴木枚師||1席
「1米助定関係通路攻良 l~申
検定のため

日米協定関係道路改良工事
事務監杏

29年度公営住宅中間絞定

昭和29年度道営アパート並に
公営住宅工事進渉状況調査
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9

1 1

14

15

1 8

1 9

20

21

21

22

23

25

”

３０

１

農政商工水産港湾土木委員協議会

開発建散部用地課長外す名来所
・

能取滞沸湖干拓に関する打合会

道都市計画課観光係長津村抜師来市

道高橋圭事来庁

臨時市議会会議室

道住宅課工事係長瀬戸抜師来所

道農地調整課佐 木々圭事来庁

西川副知事開発庁次長懇談会

参議院農林委員一行来市

福祉四団体総会及合同協議会

道都市計画会和田主事来市

道河川会佐 木々技師来市

道労働常任委員一行4名来市

共進会開設打合会

農業委員会

厚生病院開院十周年記念式

市議会議員管内凶作地視察

池田開発局長来市

上水道特別委員会

甲民金融公庫 石 渡副総裁来市

南網走練合家畜品評会

道建築指導課小島技師来市

北海道電波受理局長来市

道開発局港湾部近藤建設計画課長来市

北海道共済組合地区委員会

総務委員会

「網走家畜品評会
道開発局小野事務官来市

集約酪農期成会役員会

練合家畜共進会

踏切安全週間懇談会

厚生委員会

総務、厚生連合委員会

総務委員会

海上保安部総務部長来市

総務委員会

総務委員会

上水道特別委員会

北見、網走問道路期成会総会

支庁管内水冷善対策委員会

厚生委員会

道立向陽病院開院式

港湾審議会

海上自衛隊大港総監部小国総監来市

会議室

会議室

たちばな

会議室

労働会籍

宿直室

会議室

市長室

全

音根内

会議室

助役室

卯原内

会議室

駒 場

網走駅

会議室

全

企

たちばな

助役室

助役室

会議室

全

商工会議所

市長室

商工会議所

会議室

- 9S _―

助役、柴技師出席

営
状
道
場

樟沸僑の件につき

冷善用米麦事務監益

アパートの公営住宅現
況視察

市商工会議所共催

藻琴川改修場所視察

港湾漁鴻関係陳情

天都山、博物舘、観光地視

一、三中屋体工事視察

網走港湾修築調査のため

開発建設部敷地の件

水野主事出席



二見ケ岡農産物品評会

小学校農地法説明会

港渇計画課穴釜課長補佐来市

札幌通産局本聞事務官来市

総務委員会

農業技術連絡脇議会

青年団秋李修養会

一三中屋内運動場竣功式

市農民同盟キ催冷水者対策協議会

斎藤旭鉄局長来市

秋季馬市

運輪省佐久問技官外五名来市

道建築指導課島影抜師外一名来市

海上保安庁ヘリコプーグ飛行

商正7」R麗委員協議会

日本鋼管造船部次長外五名来市

上水道通水式並に祝賀会

向陽高校落成式

南網走地区青少年振興大会

網走市港湾期成会

農=物 評会需盗

農業委員会

道路愛護組合連合会総会

米村イFF土博物舘長帰庁歓迎会

野ねづみ駆除指導協議会

運輸省管理課住回事務官来市

第一管区海上保安事部長来市

青年国体連合会振興大会

南網走地区農業組合長会議

自給肥料共励会林査

網走市交通安全協議会役員会

部課長会議

農業団幹長定例連絡協議会

道住宅課工事係長瀬戸政官宋市

部課長会議

道都市計画課観光係長津野技師末市

道甜菜出産振興会大野局長来市

音根内酪農振興期成発会式

保育所運営委員会

丙網走讐協婦人、部結成大会

部課長会議

道住宅済次長伊藤氏、企画係橋本氏来所

西網走土地改良期成会発会式

失業対策事業事務打合会

市議会

三見ケ岡

商工会議所

市長室

企

会議宝

稲富小学校

農協組会議室

たちtゴな

卯原内

市長室

網走小学校

音根内小学校

会議室

南網走農陽組

会議室

商工会議所

企

豊 打「

労働会舘

農協組会議室

網警会議室

蕉水道課長宅

労働会鶴

蕉水道課長宅

労働会館

音根内

保育所

西網走農協組

鉱区出願の件打合

紫笈師出席

助役、課長出席

網走港湾視察

建築状況視察

助役、日辺議長試乗

懇談会

紫技師出席

紫抜師出市

鈴木夜師出席

柴技師出席

全

鈴木、今野抜師出席

水野主事

助役、課長出席

道営アパート竣功検定

大観山道路三十年度計画打
合のため

紫抜師出席

昭和29年度公営住宅関係事
務打合のため

1 1

14

1 5

1 6

1 7

1 8

郷

21

22

24

24

25

26

27

28

29

1

2

3

7

9

1 2

13

14

一 %■ 3
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道工営部五十嵐係長来市

車評会 ,
特湾土木委員会

淳評
市計
可率
石川圭事外一名来市

道住宅謀管理係長六日圭事来市

救農土木打合会

御用納

会議室

助役室
北中央路線改良工事中間検
査のため

課長係員出席

〒 o!7_



年賀変礼会 (市吏員 午 前10時より)

新年交礼会 (市民有志 午 前11時より)

御用始 (助役挨拶)

吉田市長母堂逝去

消防出初式

検察審査関係告示

総務委員会

除雪対策打合会

属蓄場開き

尿溜道路除雪 (失対)

呼人地区農業改良推進協議会

松田代議士来網

検察審査員抽鍛会

臨救農道工事打合会

農業寒季大学開設 13日 終了

30年度糞尿処理営業者打合会

農業集合聯絡事業計画樹立会

児童補導強調プロツク会議

北見児童相談所児童鑑別図0

馬市打合会

港湾事務打合会 (道主催)

失業対策事務打合会

市役所内成人祭 (八名)

港湾事務打合会 (道主催)

成人祭

支庁管内青少年プロジエクト大会

練合開発関係説明会

除雪対策打合会

厚生常任委員会

美幌自衛隊受招援会

漁業公社基地打合

冬期馬市

北見財務部川村事務官来網

市街除雪対策打合会

境僑落成祝賀会

西網走家畜診療所落成式

冷善台風資金事務取扱打合会

開発局中居事務官来網

消火桂使用法説明会

部課長会議

水道促進協議会

中- 87 -

●
99

開発建設部

山水閣ホテル

市長室

能 取

商工会議所

部長室

豊 lf‐8

労働会舘

全

】ヒ 泌素

労働会館

部長室

会議室

労働会舘

中央校

商工会議所

札幌市

美岬キヤンプ

労働会館

たちばな

市長室

藻 琴

会議室

豊 好F

卯原内

支庁別舘

消防署

助役室

定山渓

(塁影η的
30玄子1ぢ月318)

厚生港湾施設各係参加

市長出席

高木課長出席

部長出席

市長、助役、大島部長出席

遠藤種樹氏出席  “

災善復琶事業実施状況調査

助役、港湾課長出席

収入部、出席

網走港湾埋立地引継打合の

新保技師其他出席

川口所長出席
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10

11

溺盲閉意立退離 勁 治 会

漁港管理者指定につき打合会

遣骨伝達式 (藤本多四郎氏)

警備救難署本部総務課長来所

大型巡視船について打合

地力増進共励会褒賞式

第二回水冷善対策委員会

保健婦講習会

道路愛護組合評議員会

市議会 16日 、17日

昭和30年度失対事業打合会

ダFメ ′保全条例騨環会

北海々運局長牧野勇氏来市

農業団体長会議

森林愛護組合総会

網走開発部小野寺圭事来庁
'

遺族靖国神社参拝打合会

農業委員会

森林愛護組合総会

住宅課指導第二係斎藤寛一氏来市

Jヒ径道労働基準局事務管田中康三氏来市

農業奨励会議

森林愛護組合総会

全  上

第一第二方面走例民生委員協議会

農業共励会褒賞式

第三方面定例民生委員協議会

南農
LDJ各
種共励会褒賞授与式

道路改良促進期成会

助役退任式

第五方面定例民生委員協議会

露官対策委員会

市農業奨励会議

選挙管理委員会

靖国神社参拝最後打合会

選挙管理委員会

公平委員会

露店協議会

人正授橋技術連絡協議会

道道路恭辻走朝 一右来市

公平委員会

警備救護部長仲西起氏来市

職員組合定期総会

遭建築郡精事課長荻竹村圭事来市

道開発庁大久保長宵来市

1 2

14

1 5

21

22

８

‐２

「

引

，

支庁会議室

市長室

助役室

音根内

会議室

保健所

労働会舘

会議室

安定所

支 庁

Jヒ  漸モ

明治、卯原内

三好氏宅

労働会舘

向 陽

商I会 議所

能 取

=ツ 岩

労働会館
市筋
西相差農協
草野氏宅

Jヒ 次

会議室

仝

藻 琴

工営部長室

商正会議所

助父室

支庁会議室

大島部長室

大内部長室

会議室

人工授橋所

課長、堀北圭事出席

課長、係長出席

功役出席

三浦保健婦出席

小杉抜師出席

核的「金野軸 席

番済掲辛婿顎姦繁朕蟹務打
高津主事出席

大久保抜師出席

一般融資住宅事務打合の為

大久保技師出席

企

裸長、高津主事出席

高津圭事出席

網走婦浦海岸線

高津主事出席

韻 中的 鼓良I事 険
定のため

しゆんせつ船配船打合のた

助役室

雛

~撤―
操格
港潟拡張婦浦港促進等
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道住雑指i部門t「中彬 i中核 申■ 市

投票管理事i考打 合多|

矢口
!lf追
蔽選T!

全 に開,T:

投ザ〔革筋管Fせ杵Ⅲ筋打合=|

市長市蔽選挙投T

市長市炭選挙附事

部課長会,義

市長新任並退任校拶

操琴中央農γ!総会

身与―一! l i学校 i f長放と'市
. T

狙常i奈

選挙竹コl委飛会

TI丁1策会

母と丁Fの歯の加tttyミ

緑化映画と識習会

吹苦衛生業務防醍三R

消|!わ後婚会総会

,ど士電と架1付̀11!'こ「科til「厳F日ず'!男氏来市

7可小学| l々ii内巡!RⅢ rt!|1糾〔余

挫半チR会

rlヤ古享へ」|!坪!||IT11「‖調r、

部課長会江

北兄財十み部鈴木理財課長一行水網

都市計画‖任委員会

道道路課五十嵐技師来市

FI末鋼管北海iよ|「Tぢ十巧長k個

道太保護下1ブくr章

慈恵院閥l下賜伝達式

PЧ尾道挫地明材i部,ケ〔長水市

撲業技術連絡会

北兄財務部1斉f作係R来 市

ii;市プロツクr言i撲

撲14N技付中林げ〔!〔,く科そ市

北兄■||〔|,「j臨i
'ヽ部
il丁¶課若Mう々一氏i々

ヱヽ 十`た奏仁i会 |:降βfヴとA

財務il)1哲財部長一!!水1丁

市淡ム li2911Ⅲ31 11

Pわ役成tIIラミ拶

イtill■耶政店〕町田保じミ部長一行来 仔

旺 ト々ム告4勿取締 J「務
FT合
会

部課長会議

北1兵消卜われk習

子1丁ル也!<″15選
>―
こ立、

馬事専門委員会

,せ埼1ルヽ
｀
、「日財ち援r、

27

29

2

3

4

6

7

-30-
102

会談室

会干たlit

「)サ役室

会茂室

予距 〕不

_ム 「l i

「すぐ干卜| | |

前明町半クラフ
・

どヽ談室

予灯:lir、「熊研子

労働会徹

会i撲■

十F! . :出11 1イi

会iた「;

|十打「:す★|1末打千

助役姓

労働公待1

|ル1助ri合li

市性
「
サち

支庁 クラ

|1丁すモ
′
こ

電イリ J場

引ヒ兄下F

i1/J十安室

日米行政 サォfi通路工事調に
のため
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第八回開拓農協総会

水道委員会

部課長会議

母と子の歯の展覧会

公営住宅選衝委員会

市議会 30日 迄

健康保険医打合会

南地区家畜選定会

徳川侍従樋口道秘書係長来市

道米沢圭事来庁

公営事業会計検査員来庁
.国費補助工事会計監査開副長一行来市

旭川鉄道局長来綱
人工授精所運営委員会

西網走地区牛馬品評会

土地改良客土事業打合会

中央地区牛馬品評会

道建築部住宅課、小王技師景山関両主事来市

工ヽ委員会

水牧前副知事来市

開発部長、事務管、教術長懇談会

農電施行実施監査員来市

市議会 7月 2日議会閉会

南網走農協婦人部結成総会

遺族会長打合会

部課長会議

福祉大会部長班長会議

都計、工営、厚生、常任連合委員会

総務委員会

水道委員会

回上開発庁次長来市

卯原内中学校地鎮祭

母子世帯指導座談会

社会福祉大会設常部会

網走港蜂備打合会

福祉大会接営部会

呼人液地鎖祭

福祉大i輸会送部会

農業委員会

工営部業任委員会

道土木部可川課斉藤主事一行来市

管内共進会褒賞授与式

福祉大会設営班会議

企上接待部会議

米鼓事前売渡推避協議会設立

都計、総務、商工、常任委員会

- 0 -
103

部長課長出席

助役公宅

商工会議所

労働会館

会議室

市長室

北 浜

雪印乳業

卯原内

能 取

藻 栞

市長室

南網走

会議室

南網走農協

三好氏宅

藻琴田野岡氏宅

労働会舘

会議室

労働会舘

漁協組会議室

労働会舘

労働会館

会議室

北見市

遠藤種樹氏宅

労働会舘

会議室

仝 上

清宮御旅行下検分のため

農地対価支払事務のため

高木課長能登圭事出席

建築物一斉調査のため

市長、助役、大島技師出席

柴抜師出席

柴技師出席

課長出席

部長課長出席

部長課長出席

網走港埋立中請通信打合の

課長、能登主事出席
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網走港閣審議会

社会福祉大会部長会議

健康保険組合更新事務協議会

福祉大会衛生班会議

清宮内親王殴下御旅行について打合会

麦類損害評価班長会議

清宮内親
~E殿
下御旅行につき打合会

全道専門店大会市中行進

舘脇博士来市、現地調奔

社会福祉大会練合打合会

清宮内親王殿下御来網

部押長会議

福祉大会宿舎打合会

米国マサチエセツツ大学 クリーチ博士来市

清宮内親王殿下博物舘御視察

開発庁白石抜官来市

農業団体長定例連絡会議

農地変換分合協議会

開発局倉島港圏部長来市

福祉大会責任者会議

社会福祉大会 自 3日 奔5日

港祭 自 3日奪 8日

工営委員会

建設省星事務官小池技官一行来市

聴聞会 (田辺石油スタンド設置)

国鉄伊藤参事来市

水上安全法裸習会

市議会 (77回)

開発支主幹柏原盆太郎氏来市

部採長会議

米穀売渡推進協議会

道路愛護組合連合会総会

農業委員会

市委託電鈴薯審査協議会、部課長会議

斜網郡町村長会議

民主党広川、松田代議士来市

米殻売渡推避助議会

農政総務合同委員会

網走港彎整備期成会役員会

1巴料講習会

家畜衛生事業実施打合会

現〕原内中学校増築工事上棟式

失業保険法改正説明会

呼人小学校改築上棟式

道議会厚生常任委員上杉、増田両氏来市

―
統
一

漁脇組

市長室

湖 荘

市長室

支 庁

共済組合

会議室

向陽高核

市長室

会議室

温根湯

女満別

向陽高校

会議垂

鱒浦海水浴場

会議室

市長公宅

会議室

会議室

企

企

労働会館

漁協組

商工会議所

市農協

労働会館

総務商工両課長武田秘書出席

柴抜師出席

課長出席

最乗主事出晴

港湾視察

課長係長出席
昭和27年度国庫補助工事
工認定のため

鉄道用地視察

工営部長施設課長出席

F束 !情

部長、課長出席
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日本水道深瀬氏来市

砂川町議会議員一行六名来市

由館海上自衛隊佐 木々調査主任一行来市

失業保険法改正に伴う打合会

総務農政合同委員会

新谷石油地下貯蔵槽職聞会

農林技術連絡会議

部課長会議

宮津道会議員一行来庁

海上保安協会懇親会

敬老会

由館市港麗部施設環長山問氏外

港題常任委員一行来市

道建設部住宅課酒井主事来市

国勢調査打合会

米穀売渡推進協議会

網走港湾整備期成会役員会

国定公園協議会

西小学校運動場上棟式

卯原内青年団主催牝牛管理品評会

市議会
道電気通信局計画部壊本調査裸長及富田調査係長
来市
道市川主事来庁

全北見土木技術研究会役員会

自治庁及川課長補佐来市

北見財務部鈴木理財課長一行来市

釧路地裁佐藤会計課長来庁

三級国道 (ポンモイ道路)期 成会役員会

甜菜輸送に関する打合会

仏教会職残者慰霊祭

北海道財務局長一行来市

農地法研究会

農業委員会

女教常任委員会

集約酪農地域建設会議

開協役員会

道土木部港湾擦松田課長外三名来市

札幌高裁長官荻野益三郎氏来市

自治庁選挙課長降矢氏一行来市

駅伝競争 (網走市役所より北見放送局まで)

天竜、さぎり歓送迎会

道、総務部財政課植村主事一行来市

美幌自衛隊音茶隊演奏会

保健所落成式

道衛生委員一行来市

―
品
一

職業安定所

会議室

商工会議所

会議室

元公宅

湖 荘

労働会舘

会議室

企

漁協組

会議室

卯原内

会議室

湖 荘

湖畔クラブ

市長室

市農協

労働会館

湖 荘

労働会館

会議室

斜里町役場

市長公宅

商工会議所

中央校

水道視察

港鴻現況調査

水野係長出席

助役Hi構

港湾施設打合せのため

事務打合せのため

課長、能登圭事出席

農地等対価徴収事務のため

課長及柴技町出席

市長、課長共他出席

課長出席

課長出席

港潟事務打合せのため

市長助役出席
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市長、謝長、係長出席

市長、部長、課長||1市

港節 1用1代7兄調たこのため

十キ付性1首路打合のため

網走lと沌けtン'こ祝客

謀J、と||1晴

企

)(久偽tttHI「出晴

人御l ll道路IⅢ 進f4/1代況祝祭

辛1411科ltす11111「岳

北中央通路欲改I窯工
i好
独功

惟作のため

用地引!よントー名来市

課長係展||1席

用途!|!!城1)ミンケ亡祝客のため

ガくTr係長|[1惰

関係杵すホ可に於て説り|

水町係f“illl席

lfチ|しギ:可千111戸汚

TI隅抜HIげ1出席
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uヒ 海 道 網 走 支 庁

北海道教育委員会網走事務局

北海道食糧事務所網走出張所

θし海 道網 走 土木現業所

9ヒ 海 道 網 走 保 健 所々

ィャ】ヒ海道立水産試験場網走支場

北海道水産孵fL場網走孵化場

北海道水産物検査所網走派出所

海 道 立 向 陽 ケ丘 病 院

oと海道開発局網走開発建設部

Qヒ海
道綱走公共職業安定所

走 税 務 署

鋪 走 営 林 署

!相 走 測 候 所

農林省北 見統 計 調 査事 務所
網  走   出   張   i市 F

I科

路

盤芝費苦1揺 紹 整 蓋 群

1同 フ検 察 庁 網 走 支 部

1同 法 務 局 網 走 支 局

網 走 簡 易 裁 判 所

網 走 区 検 察 庁

9綱   走   刑  務  所

郊 動

鵠 走 電 報 電 話 局

鐸 走 郵 便 局

a綱 走 南 四 条 郵 便 局

・網 走 北 六 条 郵 便 局

大  曲  郵  便  局

卯  原

呼  人

藻  琴

北  浜

浦  士

内  郵

郵

郵

郵

便  局

便  局

便  局

便  局

便  局

便  局

人

浦

琴

次

ケ  岡

駅

駅

駅

駅

駅

駅

駅

郵

郵

走

見

鱒

（網

浜

呼

鱒

藻

北

三

】L6条西4丁目

北6条西4丁目

南2条西1丁目

新町25番地

北7条西5丁目

北11条東1丁目

字呼人22番地

北4条西2丁 Fl

字向陽

新町29番地

南2条東1丁目

南8条東4丁目

南10条西1丁目

宇台町

北6条西1丁目

宇台町

同

F可

荷8条束6丁日

学台町

同

宇三眺

字二見ケ岡

南4京3丁目

同

南4条西3丁目

北6条西2丁目

宇大曲

字卯原内

字呼人

字藻琴

字北次

字浦士別

字鱒浦

新町

南3条西3丁目

字呼人

字婦浦

字藻琴

字北演

宇三見ケ岡

‐-109__

5 4 0

同

3 1 7

8 0 0

3 7 7

3 4 1

2 7 2

3 4

8 1 4

5 5 0

1 8 7

1 6

4 6

1 2 1

7 0 7

7 2 0

7 2 1

4 0 3

4 5 6

7 2 0

4 0 3

7 0 0

5 0 6

3 7 0

9 6

9 7

9 8

6 0

6 0

6 0

6 0

6 0

6 0

3 6 2

2 2 3

小

本

木

由

内

岩

関

升

直

木

八

本寸

須

14:

品

武

床

大

水

高

武

ナ||

片

田 ,

沌

1上|

1島

脇

瀬

同

但

は1

野

大

遠

島

間

サ||

田

本

浴

「日

江

村

1幡

_上

藤

直

RIF

武

治

燕

雄

治

男

満

夫

弘

男

汁ヽ

男

任

負F

雄

任

常

秀

孝

義

浦

船

佐

吉

定

政

善

久

藤

道

徹

徳

轟

清

木

田
　

村

次

孝

武

富

吉

盛

三

稔

辰

正

〓

　

一

常

政

幹

忠

越

,際

A‐si

日

泉

上

橋

田

西

1 1 1

「卜

田

日

1奇

坂

戸

野

本

越

野

藤

久

隆

雄

郎

三

美

吉

彦

広

郎

人

雄

男

良

雄

丸

治

大

雄



りli

,|し 見  平   和

能     取      駅

釧1路税 関 支所 網走 監 視署

北海海運局釧1路支局欄モ性1張所

イ到1路海上保安部網走海上保安署

網 走 港 航 路 標 識 事 務 所

能 取 岬 航 空 標 識 事 務 所

北海道警察北見方面網走警察署

て!勤本専売公社 網 走 出 張 所

北 見 放 送 局 網 走 放 送 所

網 走 市 役 所

花潤 走 消 防 署

却 走 市 教 育 委 員 会

網 走 市 立 図 書 館

網 走 打F土 舘 陣 物 鮒

網 走 市 立 労 働 公 舶

網 走 市 立 教 育 研 究 所

桐 走 市 教 員 驚 lJ t  P l i

網 走 市 立 保 育 |イ

田

Ｕ

房〔 字卯「i〔|ザ寸

とユ`十え千1 1

学能取

南3条衷4丁目

同

北1条西1丁目

南6務東6丁目

字美llT

南6条東4丁目

南1条お3丁目

字桂町

南6条東4丁目

南2条束1丁目

南10条西3丁目

南も条東5T「|

を卜「キ:田「

「「丹

南10条西3丁FI

同

!卜新町

細

同

大

藤

佐

鶴

菊

同

F何丁

/ 1ヽ

性母

有

速

斉

米

Fl

衛

久

浪|;

次浦

3 8 9

F司

99

1 6 9

8 5

5 7

3 5 9

3 9 0

5 6 0

2 2 0

1 9 6

9 0

3 9 6

1 6 9

同

治

行

次

郎

薫

次

女

徳

信

凹

枝

藤

羽

輔

治

郎

郎

吉

三

大

佐

棟

三

熊

孝

啓

曽

泉

原

末

藤

藤

ｒ
キ

鉄

良

好



主なる新聞駐、含破、工場L組 合

1 所在 地 1名

和1

所i

月1〒

万ti

l「町

万年

店

店

店

所  在

】ヒ3万で1

海 岸 町

南5東 1

南ユ西3

】ヒ2752

南 5京 3

南8西 1

宇卯原内

南8東 2

南2東 8

字 呼 人

新  町

市4束 2

南7求 3

と予:沖:〕干

宇ア|〕l r i t i′可

!子:封ヒiR

北G門 1

や子  「11・

南4束 コ

南4束 1

南 2束 1

南4京 3

南3東 2

南4東 5

南6西 3

南4西 1

南4束 1

北8西 1

南7西 3

前 9西4

字卯原内

南6束 4

南4西 3

新  町

南4束 2

南6西 4

】ヒ67覇1

新  町

新  町

新  町

南 8西 8

北 海 道 新 聞 社 網 走 支 局

北 海 日 日 新 聞 社網走支局

北 海 グ イ ム ス 社網走支局

毎 日新 聞 社 綱 走 通 信 部

株式会社 網 走 新 聞 社

株式会 社 網 走 新 報 社

株 式 会 社 網 走 ト ラ ツ ク

網 走 パ ス 株 式 会 社

北海道交通株式会社 網 走営業所

株式 会 社  網 走 ハ イ ヤ ー

つ| 1本通運 株 式 会 社 網 走 支 店

,株式会社 網 走 /1 型ヽ 運 送 社

G北 海 道 拓 殖 銀 行 網 走 支 店
・北 降 銀 行 網 走 支 店

a l L海 道 銀 行 網 走 支 店

alti洋 本目五 銀 行 網 ■ 支 店

軸  走  信  用  企  庫

0北海 道 相 互 銀 行 網 走 i支店

く日魯 漁 業 株 式 会十上網走事業所

々同 網走冷凍工場

b斜里海洋漁t米株式会千L網走鱗光冷蔵
。網 た 水 産 冷 蔵 株 式 会 社

網ヽ 走 冷 温 倉 庫 株 式 会 社

: |ヒ児 食 品 工 業 株 式 会 社

同 和 食 品 株 式 会 社

雪 印乳 業株 式 会社 網 走 工 場

0ま 洋 造 船 株 式 会 社

・株 式 会 社 道 東 造 船 i万

。網 走 造 船 布 限 会 なL

。網 走 正 機 株 式 会 社

判し海道 電 力株式会社網走営業所

・株式会社 電 設

q駆 光 確 詰 株 式 会 社

網 走 食 料 品 卸 株 式 会 社

,北 東 水 産 工 業 株 式 会 社

・村 上 水 産 株 式 会 社

!山田 水 産 工 業 株 式 会 社

北 見 水 産 工 業 株 式 会 社

・佐 々 木 水 産 株 式 会 社

. 刀ヽ
″
林 水 産 株 式 会 社

・相 互 水 産 株 式 会 社

.網走 共 和 工 業 株 式 会 社

網 走 共 立 油 脂 株 式 会 社
・網 走 油 脂 工 業 株 式 会 社

有限会社 東 陽 油 脂 工 業 所
'網 走 製 氷 株 式 会 社

・網 走 製 材 株 式 会 社

網 走 木 材 工 業 株 式 会 社

株式会社 若  林  木  材  店

卯 原 内 製 材 株 式 会 社

網 走 商 工 会 議 所

北海道焼竹輪脇同組合網走支所

け網 走 il F模米 協 同 和t合

相 走 市 Ⅲ 火 快 業協同和1合

門 網  走 撲 準 けみ同 和t 合

i打網 走 典 米 |サち同 和1令

'||デ 1引 !《 “町噴 保 障ヽ 和tィ併

1網 1辺

瑞

本

|。株式公千L ttT 粟   商

lo株式会社 株   圧 :  商

|.株式会社 水   野   商

| 株ヽ式会社L 吉   川   商

。株式会社 鎌   田   商

株式会社 土   屋   商

田 辺

す三  ツ

輔ヨ 走

聖  大

北海道 ジヤ ムエ 業 脇 同ネR合

。網 走 市 森 林 組 合

千 代 田 F L命 保 険 相互 会 社

,第 一 生 命 保 険 相 互 会 社

大 同 生 命 保 険 相 互 会 社

安 田 生 命 保 険 相 互 会 社

|。日 本 生 命 保 険 相 互 会 社

|。北見菱雄石炭販売株式会社網走支店

o三 光 石 炭 F / 7売株 式 会 社

澪遷炉♂ぎ暦擦賓套密
1 1 _

酒 造 株 式 会 社

キ
L I漁
業 株 式 会 社

清 掃 株 式 会 社

建 設 株 式 会 社

社

南5東 2

北1東 2

南5西 4

南5東 1

南4東 4

南5東 2

新  町

南2東 1

南4西 2

南6西 1

南4西 8

来キ    lR丁

南4束 2

南4束 1

1 H‐4  L r t i  l

南4束 2

南4束 8

市4東 8

市4爽 6

南l  P iユ

南8束 6

南1西 2

南8束 5

新  町

】ヒ6目に1

緑  町

】ヒ27ヨ2

北1西 1

北1束 1

南7束 7

南4西 4

南3東 2

北1東 2

南3西 2

南4京 3

南4東 4

】ヒ3テК2

南7京 6

南8東 5

】ヒ7舅ミユ

南1東 1

南1 0東8

―一l



北6西 1

南 8京 4

1打6西 2

北 7西 4

苗子4F町1

漸  H「

封ヒ1 017tt 3

南 7東 7

ほ
|°蛇
1 1

人

サ(

建 石  材  株

サ(牡 設 資 材 株

| | 1水 産 行

進 漁 業 株

漸 産 業 株

洋 漁  米  株

立 水  球 : 株

式 会  社

式 会 千L

IJく  と、  IL

式 会  社

式 会  千と

式 会  卜に

式 会  十L

南6東 3

1打6京 1

1打4穴 6

南5東 5

南4西 8

海 | | !町

北3穴 1

一 j〕2 -
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ム

下

花か

（津
沸
湖
畔
原
生
花
園
の
歌
）

〓
、
晴
れ
た
ぷ
琴
出
　
　
湖
人
が
吉
む

ひ
　
　
　
Ｂ
林

ち
ら
り
市
サ
ギ
　
　
Ｈ
も
肯
む

（
以
下
雌
十
同
ビ
），

〓
、
放
し
駒
さ
え
　
　
　
市
さ
し
の
ベ
イ
．

棒

心

 角   雇
岳
 ダ   腐

そ

ば  恨 こ キ  で   ア
/  ヽ 野予の  キ   テとみ  ヤ
マ の   ヨ  る   ズ
サ イじ身 ウ  な   を
ス       の   デ)

隣た

増:子轡とキ
な
し
ぃ
るを性
アよ口
な
‖【

岩答骨:|〔
 各:

中
'             ・ ~

四

、

五

、

1 1 : 1 1 :
llli ttFil

l去 ―ブ〈

1公 代

日1塚

ス

1 ,  っ

一― る

園尤

′1ヽこ

桝音 とを
み

埋
食
 浮ふ

ガし

也
も
増
す

ヶ
ま
だ

つ
ぼ
ス

★々ぺも

尼岳

田炊 唄 ユ
ス

（
津
沸
湖
畔
原
生
花
園
の
歌
）

こ

（歌
謡
曲
）
　
却潮

畔発
作
向
作

――――
果
て
途
で
、

花
の
群
れ

口
ず
け
る

清
さ
に
も

胸
に
し
む

一
、
霧
の
流
れ
の

湖
畔
に
続
く

想
い
そ
ぞ
ろ
に

あ
あ
百
合
の
本
の

旅
の
な
さ
け
ば

二
、
吹
い
て
は
る
か
な

燃
え
立
つ
色
に

雲
も
染
ま
り
て

あ
あ
白
島
は

あ
わ
き
異
郊
の

三
、
駒
も
寄
り
添
う

牧
場
の
原
の

つ
き
ぬ
名
残
り
に

あ
あ
薄
内
の

吹
く
は
誰
が
子
か

た
そ
が
れ
の

花
ア
ヤ
メ

見
返
れ
ば

湖
楳
れ
て

草
の
笛

を
景
た
千
質

わ

争 含
呼よ来なも ら  ナ
ムtて の にヽ ネ

を の の

の

花控

_ 1 1 4 _
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